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春
日
社
伝
〈
倭
歌
〉
の
音
楽
構
造

―
南
都
方
楽
家
・
東
家
伝
来
楽
譜
の
分
析
に
基
づ
い
て

寺
　
内
　
直
　
子

は
じ
め
に

こ
の
論
文
は
、
現
在
、
日
本
の
雅
楽
の
中
で
「
国
風
歌
舞
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
倭や

ま
と
ま
い舞（
和
舞
と
も
）
の
歌
（
倭
歌
）
を
音
楽
的
に
分

析
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
倭
舞
と
称
さ
れ
る
歌
舞
は
大
き
く
分
け
て
、
宮
内
庁
楽
部
で
伝
承
し
、
宮
中
祭
祀
の
鎮
魂
祭
な
ど
で
演
じ

ら
れ
る
も
の
と
、民
間
の
神
社
の
祭
礼
で
演
じ
ら
れ
る
も
の
に
分
け
ら
れ
る
。
倭
舞
の
初
出
を
『
日
本
音
楽
大
事
典
』
で
は
、『
続
日
本
紀
』

宝
亀
元
年
（
七
七
〇
）
三
月
二
八
日
と
し
て
い
る
（
平
出
、
蒲
生

　
一
九
八
九
：
三
八
一
〜
三
八
二
頁
）。
実
際
に
『
続
日
本
紀
』
の
同

条
を
見
て
み
る
と
、
そ
の
日
は
男
女
二
百
三
十
人
が
歌
垣
を
行
い
、
歌
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
河
内
大
夫
藤
原
雄
田
麻
呂
已
下
が
「
奏
和
儛
」

と
あ
る
。
歌
垣
の
歌
詞
と
し
て
次
の
二
首
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　　
　
ヲ
ト
メ
ラ
ニ
　
ヲ
ト
コ
タ
チ
ソ
ヒ
　
フ
ミ
ナ
ラ
ス
　
ニ
シ
ノ
ミ
ヤ
コ
ハ
　
ヨ
ロ
ツ
ヨ
ノ
ミ
ヤ

　
　
フ
チ
モ
セ
モ
　
キ
ヨ
ク
サ
ヤ
ケ
シ
　
ハ
カ
タ
カ
ワ
　
チ
ト
セ
ヲ
マ
チ
テ
　
ス
メ
ル
カ
ハ
カ
モ

（
原
文
真
仮
名
）（『
続
日
本
紀
』
巻
三
〇
（『
国
史
大
系
』））

こ
の
二
首
は
、
現
在
宮
内
庁
楽
部
が
伝
承
し
て
い
る
倭
歌
で
は
歌
わ
れ
な
い
。
し
か
し
、
奈
良
県
の
春
日
大
社
、
神
奈
川
県
の
大
山

阿
夫
利
神
社
、
香
川
県
の
金
刀
比
羅
神
社
で
伝
承
し
て
い
る
倭
舞
、
巫
女
舞
の
歌
詞
に
は
含
ま
れ
て
い
る
（
金
刀
比
羅
宮
社
務
所
第
一

一
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芸
能
の
観
点
か
ら
い
く
つ
か
特
徴
を
指
摘
し
た
い
。

富
田
従
五
位
倭
舞
ノ
儀
ニ
付
伺

冨
田
従
五
位
相
傳
倭
舞
ノ
儀
ハ
、
御
廢
シ
相
成
候
處
、
當
人
ハ
勿
論
社
家
一
同
悲
歎
、
別
紙
之
通
り
歎
願
差
出
申
候
。
右
通
冨
田
へ
被
仰

付
置
候
テ
、
後
日
ノ
害
ニ
モ
相
成
候
事
ニ
御
坐
候
ハ
々
、
不
被
為
得
止
儀
ニ
御
坐
候
得
共
、
左
様
ノ
譯
柄
ニ
モ
御
坐
ア
ル
マ
シ
ク
、
譬
へ

伶
人
ト
二
重
ニ
相
成
候
テ
モ
御
差
支
ノ
廉
無
之
哉
ニ
奉
存
候
間
、
歎
願
之
通
御
採
用
相
成
候
ハ
々
、
夫
々
面
色
艶
ハ
シ
ク
人
氣
モ
進
ン
テ

御
祭
事
向
行
届
候
事
故
、
神
慮
ニ
相
叶
ヒ
可
申
儀
ト
奉
存
候
以
上

　
明
治
辛
未
年
四
月

　
奈
良
縣

　
　
　
辨
官

　
御
中

冨
田
従
五
位
倭
舞
願
云
々
家
傳
ノ
称
ヲ
廢
シ
、
何
レ
ノ
社
ニ
於
テ
モ
其
社
ノ
傳
ト
可
称
。
就
テ
ハ
是
迄
和
琴
四
辻
家
ヨ
リ
傳
授
仕
來
候
處
、

自
今
被
止
候
間
、
舞
以
下
一
社
中
廣
ク
修
行
可
為
勝
手
、
此
旨
取
計
可
致
候
事
。

但
自
來
御
下
行
并
小
忌
等
ハ
不
被
下
候
事
　

　
別
紙
欠

（
句
読
点
恣
意
。
傍
線
引
用
者
。）

右
に
よ
れ
ば
、
冨
田
家
の
倭
舞
は
廃
止
と
い
う
処
分
と
な
っ
た
と
こ
ろ
、
本
人
を
は
じ
め
社
家
一
同
か
ら
（
存
続
の
）
歎
願
が
来
た
と

あ
る
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
奈
良
県
が
「
譬
へ
伶
人
ト
二
重
ニ
相
成
候
テ
モ
御
差
支
ノ
廉
無
之
哉
ニ
奉
存
候
」、「
夫
々
面
色
艶
ハ
シ

ク
人
氣
モ
進
ン
テ
御
祭
事
向
行
届
候
」
と
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
雅
楽
局
（
後
に
宮
内
省
楽
部
、
宮
内
庁
楽
部
）
の
伶
人
が

宮
中
で
行
う
倭
舞
と
春
日
社
の
倭
舞
と
二
重
に
な
っ
て
も
差
し
支
え
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
麗
し
く
演
じ
ら
れ
れ
ば
、
人
々
も
喜
び
祭
事
も

三
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課
　
一
九
三
四
、
飯
田

　
二
〇
一
三
）。
倭
舞
は
奈
良
時
代
、
平
安
時
代
に
は
諸
儀
式
で
演
じ
ら
れ
た
記
録
が
あ
る
が
（
荻

　
一
九
七
七
：

一
〇
二
〜
一
〇
四
、二
一
五
〜
二
一
六
）、『
日
本
音
楽
大
事
典
』
に
よ
れ
ば
、
延
慶
年
間
（
一
三
〇
八
〜
一
一
）
以
後
廃
絶
し
、
江
戸
時

代
の
寛
延
元
（
一
七
四
八
）
年
の
大
嘗
祭
の
時
、
一
条
道
香
所
伝
の
古
譜
（
冨
田
家
所
伝
の
も
の
と
同
様
）
や
各
家
所
伝
の
譜
を
も
と
に

京
都
方
楽
人
の
協
力
で
再
興
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
、幕
末
の
嘉
永
元
（
一
八
四
八
）
年
の
大
嘗
祭
の
時
、安
倍
季
良
の
提
案
で
『
體
源
抄
』

所
収
の
多
忠
資
記
を
参
考
に
し
て
補
訂
さ
れ
た
と
い
う
（
平
出
、
蒲
生

　
一
九
八
九
：
三
八
一
〜
三
八
二
頁
）。
現
在
、
宮
内
庁
楽
部
で

採
用
さ
れ
て
い
る
歌
詞
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
み
や
ひ
と
の

　
こ
し
に
さ
し
た
る

　
さ
か
き
は
を

　
わ
れ
と
り
も
ち
て

　
よ
ろ
つ
よ
や
へ
ん

　（
宮
人
の

　
腰
に
挿
し
た
る

　
榊
葉
を

　
我
れ
採
り
持
ち
て

　
万
代
や
経
ん
）（
芝

　
一
九
六
八
：
二
一
）

こ
れ
に
対
し
て
、
諸
社
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
は
、
明
治
初
期
に
春
日
大
社
の
神
官
だ
っ
た
冨
田
光
美
が
冨
田
家
で
相
伝
し
て
き
た
も

の
を
「
春
日
大
社
社
伝
」
の
舞
と
し
て
諸
社
に
伝
え
た
も
の
で
、
歌
詞
は
二
〇
首
程
度
あ
る
（
松
村

　
二
〇
〇
〇
、
飯
田

　
二
〇
一
三
）。

『
日
本
音
楽
大
事
典
』
に
は
、
春
日
大
社
の
倭
舞
は
一
八
五
一
年
に
冨
田
が
多
忠
彦
に
委
嘱
し
て
再
興
し
た
、
と
あ
る
（
三
八
二
頁
）。
冨

田
自
身
が
著
し
た
『
倭
舞
伝
習
之
式
』
一
に
よ
れ
ば
、春
日
社
の
倭
舞
は
長
ら
く
絶
え
て
い
た
が
、幕
末
の
孝
明
天
皇
、元
治
元
（
一
八
六
四
）

年
の
春
日
祭
（
三
月
）
で
復
活
上
演
さ
れ
て
（
冨
田
　
一
八
七
九
頃
：
四
七
頁
）、
明
治
に
至
っ
て
い
る
。

冨
田
は
明
治
初
期
、太
政
官
か
ら
許
可
を
受
け
、各
地
の
神
社
を
廻
り「
倭
舞
」を
伝
授
し
た
。『
倭
舞
伝
習
之
式
』に
よ
れ
ば
、冨
田
が「
倭

舞
」
を
伝
え
た
神
社
は
、
琴
平
宮
、
住
吉
神
社
、
多
武
峰
神
社
、
枚
岡
神
社
、
鹿
島
神
宮
、
香
取
神
宮
、
射
水
神
社
、
田
島
神
社
、
貫
前

神
社
、
浅
間
神
社
、
三
島
神
社
、
熱
田
神
宮
、
稲
荷
神
社
、
北
野
神
社
、
戸
隠
神
社
、
阿
夫
利
神
社
、
筑
波
神
社
、
出
羽
神
社
、
志
波
彦

神
社
・
塩
竈
神
社
で
あ
っ
た
二
。
次
の
文
書
は
、
冨
田
か
ら
の
歎
願
を
受
け
て
、
明
治
四
年
四
月
に
奈
良
県
か
ら
太
政
官
の
弁
官
宛
に
出

さ
れ
た
伺
と
そ
の
返
答
で
あ
る
。
こ
の
文
書
は
す
で
に
飯
田
隆
夫
が
紹
介
し
て
い
る
が
（
飯
田
　
二
〇
一
三
：
六
五
）、こ
こ
に
再
掲
し
て
三
、

二
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芸
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観
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冨
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當
人
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勿
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一
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悲
歎
、
別
紙
之
通
り
歎
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差
出
申
候
。
右
通
冨
田
へ
被
仰

付
置
候
テ
、
後
日
ノ
害
ニ
モ
相
成
候
事
ニ
御
坐
候
ハ
々
、
不
被
為
得
止
儀
ニ
御
坐
候
得
共
、
左
様
ノ
譯
柄
ニ
モ
御
坐
ア
ル
マ
シ
ク
、
譬
へ

伶
人
ト
二
重
ニ
相
成
候
テ
モ
御
差
支
ノ
廉
無
之
哉
ニ
奉
存
候
間
、
歎
願
之
通
御
採
用
相
成
候
ハ
々
、
夫
々
面
色
艶
ハ
シ
ク
人
氣
モ
進
ン
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御
祭
事
向
行
届
候
事
故
、
神
慮
ニ
相
叶
ヒ
可
申
儀
ト
奉
存
候
以
上

　
明
治
辛
未
年
四
月

　
奈
良
縣

　
　
　
辨
官

　
御
中

冨
田
従
五
位
倭
舞
願
云
々
家
傳
ノ
称
ヲ
廢
シ
、
何
レ
ノ
社
ニ
於
テ
モ
其
社
ノ
傳
ト
可
称
。
就
テ
ハ
是
迄
和
琴
四
辻
家
ヨ
リ
傳
授
仕
來
候
處
、

自
今
被
止
候
間
、
舞
以
下
一
社
中
廣
ク
修
行
可
為
勝
手
、
此
旨
取
計
可
致
候
事
。

但
自
來
御
下
行
并
小
忌
等
ハ
不
被
下
候
事

　

　
別
紙
欠

（
句
読
点
恣
意
。
傍
線
引
用
者
。）

右
に
よ
れ
ば
、
冨
田
家
の
倭
舞
は
廃
止
と
い
う
処
分
と
な
っ
た
と
こ
ろ
、
本
人
を
は
じ
め
社
家
一
同
か
ら
（
存
続
の
）
歎
願
が
来
た
と

あ
る
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
奈
良
県
が
「
譬
へ
伶
人
ト
二
重
ニ
相
成
候
テ
モ
御
差
支
ノ
廉
無
之
哉
ニ
奉
存
候
」、「
夫
々
面
色
艶
ハ
シ

ク
人
氣
モ
進
ン
テ
御
祭
事
向
行
届
候
」
と
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
雅
楽
局
（
後
に
宮
内
省
楽
部
、
宮
内
庁
楽
部
）
の
伶
人
が

宮
中
で
行
う
倭
舞
と
春
日
社
の
倭
舞
と
二
重
に
な
っ
て
も
差
し
支
え
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
麗
し
く
演
じ
ら
れ
れ
ば
、
人
々
も
喜
び
祭
事
も

三
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仮
綴
じ
冊
子
。
外
題
「
倭
舞

　
友
秋
」（
直
書
き
）。
内
題
な
し
。
裏
表
紙
六
に
「
狛
友
賢
」
と
あ
る
。

　

東
家
文
書
59
　
タ
テ
九
／
ヨ
コ
一
九
・
七
セ
ン
チ

外
題
、
内
題
な
し
。

東
家
文
書
80
　
タ
テ
一
二
・
五
／
ヨ
コ
一
七
セ
ン
チ

外
題
「
明
治
貳
拾
貳
年
貳
月
／
倭
舞
歌
／
友
賢
」。
内
題
な
し
。
奥
書
「
奈
良
縣
奈
良
町
大
字
高
畑
小
字
北
天
満

　
奈
良
縣
士
族
　
東

友
賢
」。

（
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
「
文
書
41
」「
文
書
59
」「
文
書
80
」
と
略
す
。）

春
日
社
で
は
冨
田
家
が
倭
舞
を
伝
承
し
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
倭
舞
が
雅
楽
の
楽
人
の
所
掌
で
は
無
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

江
戸
時
代
の
春
日
若
宮
お
ん
祭
の
記
録
（
芝
家
日
記
七
、
東
家
日
記
八
）
を
実
際
に
見
る
と
、
楽
人
が
演
じ
た
演
目
と
し
て
、
日
使
、
走

馬
、
東
遊
、
朝
座
の
舞
楽
、
夕
座
の
舞
楽
、
還
幸
の
道
楽
な
ど
の
配
役
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
倭
舞
は
見
え
な
い
。
若
宮
お
ん
祭
は
、
東

遊
、
舞
楽
以
外
に
も
、
巫
女
神
楽
、
田
楽
、
細
男
、
猿
楽
な
ど
が
演
じ
ら
れ
て
い
る
は
ず
だ
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
楽
人
の
担
当
で
は

な
い
の
で
、
楽
人
日
記
に
は
記
述
が
見
え
な
い
。
一
方
、
明
治
期
の
東
家
日
記
を
見
る
と
、
春
日
祭
、
若
宮
お
ん
祭
で
東
友
秋
、
芝
葛
忠
、

西
京
是
陽
な
ど
、
旧
南
都
方
楽
人
が
倭
舞
を
舞
っ
た
り
演
奏
し
て
い
る
記
事
が
見
え
る
九
。
こ
こ
か
ら
、
明
治
以
降
、
春
日
社
に
お
い
て
、

倭
舞
が
冨
田
家
以
外
の
神
官
や
旧
南
都
方
の
楽
人
に
確
か
に
伝
え
ら
れ
、
演
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
東
家
文
書
の
倭

舞
歌
譜
は
、
そ
の
修
得
の
証
左
な
の
で
あ
る
。

二
　
倭
舞
歌
譜
に
見
え
る
歌
詞

東
家
の
倭
舞
歌
譜
の
収
録
曲
の
一
覧
は
表
一
の
通
り
で
あ
る
。
同
一
曲
が
横
に
並
ぶ
よ
う
に
整
理
し
た
。
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
で
、
歌
詞

は
一
句
目
の
み
、
一
句
目
が
同
じ
曲
は
二
句
目
ま
で
記
し
て
区
別
が
つ
く
よ
う
に
し
た
。
原
文
で
は
歌
詞
は
原
則
と
し
て
真
仮
名
で
記
さ

五
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う
ま
く
い
く
だ
ろ
う
と
、
冨
田
の
後
押
し
を
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、太
政
官
は
「
家
伝
ノ
称
」
す
な
わ
ち
個
人
の
家
の
舞
で
は
な
く
、「
其
社
ノ
傳
」、す
な
わ
ち
そ
の
神
社
の
「
社
伝
の
舞
」

と
称
す
る
な
ら
伝
承
し
て
も
よ
い
、
と
返
答
し
た
。
和
琴
の
伝
承
も
こ
れ
ま
で
四
辻
家
の
独
占
だ
っ
た
が
、
明
治
に
な
っ
て
こ
れ
を
廃
止

し
た
の
で
、
舞
な
ど
と
と
も
に
、
広
く
各
神
社
の
裁
量
で
修
得
し
て
よ
い
と
も
述
べ
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
、
太
政
官
は
、
御
神
楽
や
東

遊
と
異
な
り
、
倭
舞
に
関
し
て
は
雅
楽
局
の
ス
タ
イ
ル
で
統
一
す
る
可
能
性
を
早
々
と
放
棄
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て

実
際
、
春
日
社
の
倭
舞
に
は
歌
詞
の
点
で
は
二
〇
首
程
度
、
音
楽
の
点
で
は
判
明
し
て
い
る
だ
け
で
一
〇
種
類
程
度
の
曲
調
が
あ
っ
た
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
本
論
で
は
詳
述
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
そ
れ
ら
は
ど
れ
も
雅
楽
局
で
編
纂
さ
れ
た
通
称
「
明
治
撰
定
譜
」
の
倭
舞

の
楽
譜
と
比
較
す
る
と
、
異
な
る
様
相
を
呈
し
て
い
る
の
で
あ
る
四
。

一
　
東
家
伝
来
の
倭
舞
歌
譜

東ひ
が
し

家
は
、
禁
裏
御
用
の
雅
楽
の
南
都
方
楽
人
の
上
、
辻
、
芝
、
奥
な
ど
の
家
と
並
ぶ
狛
氏
の
一
族
で
、
狛
氏
の
本
流
の
上
家
か
ら
一
四

世
紀
に
分
か
れ
、「
東
」
を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
（
平
出

　
一
九
五
九
）。
明
治
維
新
当
時
の
当
主
は
東
友
秋
（
一
八
三
一
〜
？
）
で
、

友
秋
は
、履
歴
書
（
東
家
文
書
２
５
２
）
に
よ
れ
ば
、雅
楽
局
の
設
置
（
明
治
三
＝
一
八
七
〇
年
一
一
月
）
と
と
も
に
少
伶
人
に
任
じ
ら
れ
、

東
上
し
て
「
東
京
府
貫
属
士
族
」
に
な
る
が
、
翌
年
四
月
に
「
依
重
病
辞
職
」
と
あ
る
五
。
同
年
一
〇
月
に
奈
良
県
に
「
貫
属
替
」
と
な
っ

て
い
る
。
以
後
、
奈
良
で
雅
楽
の
維
持
活
動
を
行
っ
た
。
友
秋
の
息
子
の
友
賢
の
代
を
最
後
に
、
楽
道
を
廃
業
し
た
。
東
家
文
書
は
、
東

家
に
伝
来
す
る
楽
譜
、
官
位
の
記
録
、
行
事
の
次
第
、
日
誌
な
ど
雑
多
な
内
容
を
含
む
史
料
で
あ
る
。
現
在
こ
の
史
料
は
デ
ジ
タ
ルPD

F

版
を
「
南
都
狛
姓
楽
家
　
東
友
弘
家
文
書
」
と
し
て
購
入
で
き
る
。

東
家
文
書
中
に
は
倭
舞
に
関
連
す
る
楽
譜
が
三
点
存
在
す
る
。
一
点
に
は
明
治
二
二
年
の
年
記
が
あ
り
、
残
り
の
二
点
の
成
立
年
代
は

不
明
だ
が
、
後
述
す
る
理
由
に
よ
り
、
す
べ
て
明
治
時
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

東
家
文
書
41
　
タ
テ
二
四
・
三
／
ヨ
コ
一
七
セ
ン
チ
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仮
綴
じ
冊
子
。
外
題
「
倭
舞

　
友
秋
」（
直
書
き
）。
内
題
な
し
。
裏
表
紙
六
に
「
狛
友
賢
」
と
あ
る
。

　

東
家
文
書
59
　
タ
テ
九
／
ヨ
コ
一
九
・
七
セ
ン
チ

外
題
、
内
題
な
し
。

東
家
文
書
80
　
タ
テ
一
二
・
五
／
ヨ
コ
一
七
セ
ン
チ

外
題
「
明
治
貳
拾
貳
年
貳
月
／
倭
舞
歌
／
友
賢
」。
内
題
な
し
。
奥
書
「
奈
良
縣
奈
良
町
大
字
高
畑
小
字
北
天
満

　
奈
良
縣
士
族

　
東

友
賢
」。

（
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
「
文
書
41
」「
文
書
59
」「
文
書
80
」
と
略
す
。）

春
日
社
で
は
冨
田
家
が
倭
舞
を
伝
承
し
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
倭
舞
が
雅
楽
の
楽
人
の
所
掌
で
は
無
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

江
戸
時
代
の
春
日
若
宮
お
ん
祭
の
記
録
（
芝
家
日
記
七
、
東
家
日
記
八
）
を
実
際
に
見
る
と
、
楽
人
が
演
じ
た
演
目
と
し
て
、
日
使
、
走

馬
、
東
遊
、
朝
座
の
舞
楽
、
夕
座
の
舞
楽
、
還
幸
の
道
楽
な
ど
の
配
役
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
倭
舞
は
見
え
な
い
。
若
宮
お
ん
祭
は
、
東

遊
、
舞
楽
以
外
に
も
、
巫
女
神
楽
、
田
楽
、
細
男
、
猿
楽
な
ど
が
演
じ
ら
れ
て
い
る
は
ず
だ
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
楽
人
の
担
当
で
は

な
い
の
で
、
楽
人
日
記
に
は
記
述
が
見
え
な
い
。
一
方
、
明
治
期
の
東
家
日
記
を
見
る
と
、
春
日
祭
、
若
宮
お
ん
祭
で
東
友
秋
、
芝
葛
忠
、

西
京
是
陽
な
ど
、
旧
南
都
方
楽
人
が
倭
舞
を
舞
っ
た
り
演
奏
し
て
い
る
記
事
が
見
え
る
九
。
こ
こ
か
ら
、
明
治
以
降
、
春
日
社
に
お
い
て
、

倭
舞
が
冨
田
家
以
外
の
神
官
や
旧
南
都
方
の
楽
人
に
確
か
に
伝
え
ら
れ
、
演
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
東
家
文
書
の
倭

舞
歌
譜
は
、
そ
の
修
得
の
証
左
な
の
で
あ
る
。

二
　
倭
舞
歌
譜
に
見
え
る
歌
詞

東
家
の
倭
舞
歌
譜
の
収
録
曲
の
一
覧
は
表
一
の
通
り
で
あ
る
。
同
一
曲
が
横
に
並
ぶ
よ
う
に
整
理
し
た
。
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
で
、
歌
詞

は
一
句
目
の
み
、
一
句
目
が
同
じ
曲
は
二
句
目
ま
で
記
し
て
区
別
が
つ
く
よ
う
に
し
た
。
原
文
で
は
歌
詞
は
原
則
と
し
て
真
仮
名
で
記
さ
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れ
て
お
り
、
一
部
草
仮
名
で
記
し
て
い
る
。
文
書
59
が
最
も
曲
数
が
少
な
く
、
諸
司
舞
の
〈
一
歌
〉
か
ら
〈
六
歌
〉
ま
で
と
、〈
立
歌
〉
が

収
め
ら
れ
て
い
る
。
末
尾
に
和
琴
の
楽
譜
と
調
絃
法
が
記
さ
れ
て
い
る
。
文
書
80
は
冒
頭
に
神
主
舞
が
二
首
、そ
の
あ
と
諸
司
舞
の〈
一
歌
〉

か
ら
〈
六
歌
〉
ま
で
と
、〈
立
歌
〉
が
あ
り
、御
神
楽
の
〈
幣
（
み
て
ぐ
ら
）〉
と
保
育
唱
歌
一
〇 

の
〈
水
底
月
〉〈
コ
ホ
ロ
ギ
〉〈
君
が
代
（
サ

ザ
レ
イ
シ
）〉
が
載
っ
て
い
る
。
文
書
41
は
、
他
の
楽
譜
に
な
い
諸
司
舞
の
〈
七
歌
〉〈
八
歌
〉
と
〈
柏
酒
〉〈
カ
ゾ
ヘ
哥
〉、
そ
れ
に
〈
み

か
さ
や
ま
〉
の
も
う
一
つ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
一
一
。
ま
た
、
文
書
41
は
他
の
二
点
と
比
べ
て
、
楽
曲
の
収
録
の
順
番

が
大
き
く
異
な
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
（
後
述
）。

次
に
、
文
書
80
掲
載
の
歌
詞
を
記
す
。
文
書
80
に
無
い
歌
詞
は
文
書
41
よ
り
補
う
（
た
だ
し
保
育
唱
歌
の
楽
曲
は
除
く
）。（

　
）
内
に

読
み
や
す
く
漢
字
仮
名
交
り
に
し
た
釈
文
を
補
う
。
こ
の
う
ち
の
諸
司
舞
の
「
六
歌
（
み
や
ひ
と
の
）」
が
、
現
在
宮
内
庁
楽
部
で
歌
っ

て
い
る
倭
歌
の
歌
詞
で
あ
る
。「
八
歌
（
ふ
ち
も
せ
も
）」
が
、『
続
日
本
紀
』
宝
亀
元
年
三
月
二
八
日
の
「
和
舞
」
初
出
の
条
に
見
え
た

歌
詞
で
あ
る
一
二

。

●
神
主
歌

◯
一
歌

野
母
矢
万
毛

　
由
岐
波
布
礼
留
袁

　
賀
美
加
貴
能
美
仁 
比
登
波
南

　
宇
米
波
佐
慶
理

　（
野
も
山
も
　
雪
は
降
れ
る
を
　
神
垣
の
み
に 

ひ
と
花
　
梅
は
咲
け
り
）　

◯
二
歌

民
賀
奢
屋
万
　
之
計
留
多
嘉
祢
乃
　
末
佐
加
幾
遠
　
奈
加
登
理
母
知
天
　
和
禮
所
馬
婆
末
之

　（
三
笠
山
　
茂
る
高
嶺
の
　
真
榊
を
　
な
か
と
り
持
ち
て
　
我
ぞ
舞
は
ま
し
）

み
か
さ
や
ま
　
し
く
れ
は
ゝ
れ
　
つ
き
か
け
の
　
さ
し
て
こ
の
ま
の
　
う
た
く
も
や
　
み
や
へ
い
さ
ま
い
ら
む
（
文
書
41
）

　（
三
笠
山
　
時
雨
は
晴
れ
　
月
影
の
　
さ
し
て
木
の
間
の
　
う
た
く
も
や
　
宮
へ
い
ざ
参
ら
む
）
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◯
七
歌
（
文
書
41
）

そ
ら
み
つ
　
や
ま
と
の
く
に
は
　
か
み
か
ら
し
　
た
ふ
と
く
あ
る
ら
し
　
こ
の
ま
ひ
み
れ
は

　（
そ
ら
み
つ
　
倭
の
国
は
　
か
み
が
ら
し
　
尊
と
く
あ
る
ら
し
　
こ
の
舞
見
れ
ば
）

◯
八
歌
（
文
書
41
）

ふ
ち
も
せ
も
　
き
よ
く
さ
や
け
し
　
は
か
た
か
は
　
ち
と
せ
を
ま
ち
て
　
す
め
る
か
は
か
も

　（
ふ
ち
も
瀬
も

　
清
く
さ
や
け
し

　
は
か
た
川

　
千
歳
を
ま
ち
て

　
澄
め
る
川
か
も
）

◯
﹇
神
主
歌
﹈
か
ぞ
へ
哥
（
文
書
41
）

ひ
と

　
ふ
た

　
み

　
よ

　
い
つ

　
む
ゆ

　
な
な

　
や

　
こ
こ
の
た
り

　
も
も
ち
よ
ろ
つ

　（
一

　
二

　
三

　
四

　
五

　
六

　
七

　
八

　
九
た
り

　
百
千
万
）

●
柏
酒
（
文
書
41
）

け
ふ
も
ま
た

　
み
つ
の
か
し
は
の

　
さ
か
づ
き
を

　
て
に
こ
そ
な
ら
せ

　
あ
ま
の
や
ひ
ら
で

　（
今
日
も
ま
た

　
み
つ
の
柏
の

　
杯
を

　
手
に
こ
そ
な
ら
せ

　
天
の
や
ひ
ら
で
）

●
立
歌

珠
米
賀
美
遠

　
夜
喜
毘
馬
都
礼
波

　
安
珠
夜
利
婆

　
安
慶
野
古
呂
母
遠

　
慶
古
呂
毛
仁
勢
武

　（
す
め
か
み
を

　
よ
き
日
ま
つ
れ
ば

　
明
日
よ
り
は

　
あ
け
の
衣
を

　
褻
衣
に
せ
む
）

●
神
楽
幣
歌

　
本
方

美
天
久
良
和

　
和
賀
仁
破
安
良
須

　
安
免
仁
末
須

　
登
夜
遠
賀
比
免
之

　（
御
幣
わ

　
わ
が
に
は
あ
ら
ず

　
天
に
ま
す

　
と
よ
を
か
姫
の
）

　
神
楽
幣
歌
末
方

美
天
久
良
仁

　
奈
良
末
之
毛
濃
遠

　
珠
遍
賀
美
乃

　
美
天
仁
登
良
礼
天

　
奈
珠
佐
破
留
遍
喜

九
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●
諸
司
舞

　

◯
一
歌

登
保
津
遠
也
仁

　
奈
良
比
婆
遍
流
賀

　
安
曽
布
子
良

　
宇
太
仁
奈
良
比

　
婦
衣
布
久
古

　
多
我
古
南
留
良
武

　（
遠
つ
を
や
に

　
な
ら
ひ
は
べ
る
か

　
遊
ぶ
子
ら

　
歌
に
な
ら
ひ

　
笛
吹
く
子

　
誰
が
子
な
る
ら
む
）

◯
二
歌

志
呂
加
祢
也

　
古
賀
祢
乃
宇
女
賀

　
波
奈
在
久
屋

　
加
美
乃
戸
乃
登
毛

　
比
良
賀
坐
良
牟
也

　（
白
金
や

　
黄
金
の
梅
が

　
花
咲
く
や

　
神
の
と
の
と
も

　
開
か
ざ
ら
む
や
）

◯
三
歌

賀
珠
甘
也
馬

　
末
都
乃
比
〻
幾
茂

　
也
寸
美
之
〻

　
喜
民
我
知
登
勢
乎

　
奈
保
与
波
布
良
之

　（
春
日
山

　
松
の
響
き
も

　
や
す
み
し
し

　
き
み
が
千
歳
を

　
な
ほ
よ
ば
ふ
ら
し
）

◯
四
歌

美
夜
毘
登
乃

　
遠
保
与
寸
賀
良
仁

　
伊
佐
登
保
志

　
由
幾
乃
与
呂
志
母

　
遠
保
与
寸
賀
良
仁

　（
み
や
び
と
の

　
を
ほ
よ
す
が
ら
に

　
い
ざ
と
ほ
し

　
ゆ
き
の
よ
ろ
し
も

　
を
ほ
よ
す
が
ら
に
）　

◯
五
歌

美
夜
毘
登
濃
　
佐
勢
留
左
賀
幾
袁
　
和
礼
佐
之
天
　
与
呂
豆
与
馬
天
仁
　
賀
奈
天
安
曽
婆
武

　（
み
や
び
と
の
　
さ
せ
る
榊
を
　
我
さ
し
て
　
萬
代
ま
で
に
　
か
な
で
遊
ば
む
）

◯
六
歌
（
宮
内
庁
楽
部
で
用
い
る
歌
詞
）

美
夜
毘
登
乃
　
古
之
仁
佐
志
多
留
　
左
嘉
伎
袁
婆
　
波
禮
登
利
毛
知
天
　
与
呂
豆
与
也
遍
武

　（
み
や
び
と
の
　
こ
し
に
挿
し
た
る
　
榊
を
ば
一
三

　
我
と
り
も
ち
て
　
萬
代
や
へ
む
）
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◯
七
歌
（
文
書
41
）

そ
ら
み
つ

　
や
ま
と
の
く
に
は

　
か
み
か
ら
し

　
た
ふ
と
く
あ
る
ら
し

　
こ
の
ま
ひ
み
れ
は

　（
そ
ら
み
つ

　
倭
の
国
は

　
か
み
が
ら
し

　
尊
と
く
あ
る
ら
し

　
こ
の
舞
見
れ
ば
）

◯
八
歌
（
文
書
41
）

ふ
ち
も
せ
も

　
き
よ
く
さ
や
け
し

　
は
か
た
か
は

　
ち
と
せ
を
ま
ち
て

　
す
め
る
か
は
か
も

　（
ふ
ち
も
瀬
も

　
清
く
さ
や
け
し

　
は
か
た
川

　
千
歳
を
ま
ち
て

　
澄
め
る
川
か
も
）

◯
﹇
神
主
歌
﹈
か
ぞ
へ
哥
（
文
書
41
）

ひ
と

　
ふ
た

　
み

　
よ

　
い
つ

　
む
ゆ

　
な
な

　
や

　
こ
こ
の
た
り

　
も
も
ち
よ
ろ
つ

　（
一

　
二

　
三

　
四

　
五

　
六

　
七

　
八

　
九
た
り

　
百
千
万
）

●
柏
酒
（
文
書
41
）

け
ふ
も
ま
た

　
み
つ
の
か
し
は
の

　
さ
か
づ
き
を

　
て
に
こ
そ
な
ら
せ

　
あ
ま
の
や
ひ
ら
で

　（
今
日
も
ま
た

　
み
つ
の
柏
の

　
杯
を

　
手
に
こ
そ
な
ら
せ

　
天
の
や
ひ
ら
で
）

●
立
歌

珠
米
賀
美
遠

　
夜
喜
毘
馬
都
礼
波

　
安
珠
夜
利
婆

　
安
慶
野
古
呂
母
遠

　
慶
古
呂
毛
仁
勢
武

　（
す
め
か
み
を
　
よ
き
日
ま
つ
れ
ば
　
明
日
よ
り
は
　
あ
け
の
衣
を
　
褻
衣
に
せ
む
）

●
神
楽
幣
歌
　
本
方

美
天
久
良
和
　
和
賀
仁
破
安
良
須
　
安
免
仁
末
須
　
登
夜
遠
賀
比
免
之

　（
御
幣
わ
　
わ
が
に
は
あ
ら
ず
　
天
に
ま
す
　
と
よ
を
か
姫
の
）

　
神
楽
幣
歌
末
方

美
天
久
良
仁
　
奈
良
末
之
毛
濃
遠
　
珠
遍
賀
美
乃
　
美
天
仁
登
良
礼
天
　
奈
珠
佐
破
留
遍
喜

九
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図一　倭歌・諸司舞〈二歌〉
冒頭墨譜比較

か
あ
り
、
そ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
で
一
曲
が
で
き
あ
が
る
と
い
う
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
構
造
を
し
て
い
る
。
ど
の
小
旋
律
型
が
ど
ん
な
順
番
で

出
て
く
る
か
が
、
そ
の
曲
の
特
徴
を
決
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
さ
し
あ
た
り
、
小
旋
律
型
は
歌
詞
の
一
字
ご
と
に
付
さ
れ
て
い
る

墨
譜
の
単
位
と
し
て
お
く
。
あ
る
歌
と
別
の
歌
を
比
較
し
て
、小
旋
律
型
の
種
類
と
並
び
方
が
一
致
す
る
部
分
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
「
似

て
い
る
歌
」
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

図
一
は
、
東
家
の
三
点
の
倭
歌
の
資
料
の
墨
譜
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

東
家
文
書
59
と
80
は
類
似
し
て
お
り
、
41
だ
け
が
や
や
異
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
①
前
者
は
全
体
に
線
上
に
点
●
が
あ
る
が
、
後

者
は
◯
が
線
の
下
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
号
は
、
い
ず
れ
も
笏
拍
子
を
打
つ
箇
所
、
ま
た
は
小
節
の
頭
を
表
す
と
考
え
ら
れ
る
。

②
墨
譜
の
形
の
点
で
も
、80
と
59
は
類
似
し
て
お
り
、41
は
や
や
異
な
る
。
た
と
え
ば
、冒
頭
の
「
し
ろ
が
ね
」
の
「
ろ
（
呂
、路
）」
や
、「
う

東
家
文
書
80

東
家
文
書
59

東
家
文
書
41

め
が
」の「
め（
女
）」は
、80
と
59
で
は
墨
譜
の
末
尾
が
跳
ね
上
が
る
形
だ
が
、

41
は
平
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
笛
の
指
孔
で
示
さ
れ
て
い
る
音
高

記
号
を
加
味
す
る
と
、前
者
と
後
者
で
書
き
方
は
異
な
る
が
、同
じ
ま
た
は
、

似
た
よ
う
な
旋
律
を
表
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
う
め

が
」
の
「
め
（
女
）」
は
、い
ず
れ
の
楽
譜
も
「
中
（
b
）」
か
ら
「
夕
（
a
）」

に
下
が
り
、
ま
た
「
中
（
b
）」
に
上
が
る
音
の
動
き
を
表
し
て
い
る
。

一
方
、
墨
譜
の
形
も
異
な
り
、
音
楽
的
な
内
容
も
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る

箇
所
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
う
め
が
」
の
「
が
（
賀
）」
は
、
東
家
文
書
59

と
80
で
は
、「
中
（
b
）」
↓
「
夕
（
a
）」
↓
「
中
（
b
）」
と
い
う
音
の
動

き
だ
が
、
41
の
み
「
中
」
の
音
を
下
に
「
ゆ
ら
す
」
ト
リ
ル
の
よ
う
な
動
き

と
考
え
ら
れ
、
音
楽
的
実
態
と
し
て
は
、
少
な
く
と
も
二
回
は
音
が
下
が
る

「
中
夕
中
夕
中
」
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
書
か
れ
て
い
る
記
号
を

一
一
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　（
御
幣
に

　
な
ら
ま
し
も
の
を

　
す
べ
神
の

　
み
手
に
と
ら
れ
て

　
な
ず
さ
は
る
べ
き
）

　
尻
上

奈
津
佐
破
留
遍
喜

　（
な
ず
さ
は
る
べ
き
）

以
上
が
、東
家
の
倭
舞
歌
譜
に
見
え
る
歌
詞
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
の
歌
詞
は
冨
田
光
美
が
著
し
た『
や
ま
と
ま
ひ
歌
譜

　
并
装
束
調
度
圖
』

な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

三
　
墨
譜
の
特
徴
と
分
析
の
視
点

さ
て
、
東
家
の
倭
舞
歌
譜
で
は
、
こ
れ
ら
の
歌
詞
の
各
文
字
の
左
側
に
、
線
で
旋
律
の
動
き
を
視
覚
的
に
表
す
墨
譜
（
は
か
せ
）
が
記

さ
れ
て
い
る
。
線
が
下
に
下
が
れ
ば
音
が
下
が
り
、
上
に
上
が
れ
ば
音
が
上
が
る
。
多
く
の
場
合
、
線
の
傍
ら
に
音
高
を
表
す
十
二
律
名
、

五ご

音い
ん

名
、
も
し
く
は
、
伴
奏
楽
器
の
指
孔
名
な
ど
を
添
え
る
。
東
家
の
倭
歌
譜
三
点
は
い
ず
れ
も
笛
の
指
孔
名
で
音
高
を
示
し
て
い
る
。

倭
歌
で
は
笛
は
龍
笛
を
用
い
る
の
で
、
対
応
す
る
西
洋
音
楽
の
音
高
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

笛
（
龍
笛
）
の
指
孔
　
中
　
夕し
ゃ
く　 

⊥じょ
う　 

五 

　
〒か
ん

　
六
　 
丁げ

近
い
西
洋
音
高
　
　
　

ｂ
　

a
　

ｇ
　

f#
ｆ
　

e
　
ｄ
　

c#
ｃ

こ
の
墨
譜
の
形
と
音
高
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
実
際
の
旋
律
の
概
要
が
知
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
墨
譜
の
形
は
同
じ
で
も
、
一
方

に
は
「
中
　
夕
」、
他
方
に
は
「
〒
　
六
」
と
い
う
記
号
が
つ
い
て
い
る
と
、
前
者
は
、
西
洋
音
高
の
b
か
ら
a
に
下
が
る
旋
律
、
後
者

は
e
か
ら
d
に
下
が
る
旋
律
を
表
す
こ
と
に
な
る
。
御
神
楽
、
東
遊
、
倭
歌
な
ど
雅
楽
の
歌
も
の
の
旋
律
は
、
小
さ
な
旋
律
型
が
い
く
つ

一
〇
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図一　倭歌・諸司舞〈二歌〉
冒頭墨譜比較

か
あ
り
、
そ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
で
一
曲
が
で
き
あ
が
る
と
い
う
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
構
造
を
し
て
い
る
。
ど
の
小
旋
律
型
が
ど
ん
な
順
番
で

出
て
く
る
か
が
、
そ
の
曲
の
特
徴
を
決
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
さ
し
あ
た
り
、
小
旋
律
型
は
歌
詞
の
一
字
ご
と
に
付
さ
れ
て
い
る

墨
譜
の
単
位
と
し
て
お
く
。
あ
る
歌
と
別
の
歌
を
比
較
し
て
、小
旋
律
型
の
種
類
と
並
び
方
が
一
致
す
る
部
分
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
「
似

て
い
る
歌
」
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

図
一
は
、
東
家
の
三
点
の
倭
歌
の
資
料
の
墨
譜
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

東
家
文
書
59
と
80
は
類
似
し
て
お
り
、
41
だ
け
が
や
や
異
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
①
前
者
は
全
体
に
線
上
に
点
●
が
あ
る
が
、
後

者
は
◯
が
線
の
下
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
号
は
、
い
ず
れ
も
笏
拍
子
を
打
つ
箇
所
、
ま
た
は
小
節
の
頭
を
表
す
と
考
え
ら
れ
る
。

②
墨
譜
の
形
の
点
で
も
、80
と
59
は
類
似
し
て
お
り
、41
は
や
や
異
な
る
。
た
と
え
ば
、冒
頭
の
「
し
ろ
が
ね
」
の
「
ろ
（
呂
、路
）」
や
、「
う

東
家
文
書
80

東
家
文
書
59

東
家
文
書
41

め
が
」の「
め（
女
）」は
、80
と
59
で
は
墨
譜
の
末
尾
が
跳
ね
上
が
る
形
だ
が
、

41
は
平
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
笛
の
指
孔
で
示
さ
れ
て
い
る
音
高

記
号
を
加
味
す
る
と
、前
者
と
後
者
で
書
き
方
は
異
な
る
が
、同
じ
ま
た
は
、

似
た
よ
う
な
旋
律
を
表
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
う
め

が
」
の
「
め
（
女
）」
は
、い
ず
れ
の
楽
譜
も
「
中
（
b
）」
か
ら
「
夕
（
a
）」

に
下
が
り
、
ま
た
「
中
（
b
）」
に
上
が
る
音
の
動
き
を
表
し
て
い
る
。

一
方
、
墨
譜
の
形
も
異
な
り
、
音
楽
的
な
内
容
も
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る

箇
所
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
う
め
が
」
の
「
が
（
賀
）」
は
、
東
家
文
書
59

と
80
で
は
、「
中
（
b
）」
↓
「
夕
（
a
）」
↓
「
中
（
b
）」
と
い
う
音
の
動

き
だ
が
、
41
の
み
「
中
」
の
音
を
下
に
「
ゆ
ら
す
」
ト
リ
ル
の
よ
う
な
動
き

と
考
え
ら
れ
、
音
楽
的
実
態
と
し
て
は
、
少
な
く
と
も
二
回
は
音
が
下
が
る

「
中
夕
中
夕
中
」
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
書
か
れ
て
い
る
記
号
を

一
一
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細
か
く
解
釈
す
る
と
、
東
家
文
書
59
と
80
に
書
か
れ
て
い
る
音
楽
的
内
容
と
、
東
家
文
書
41
の
内
容
は
、
大
枠
で
は
同
じ
だ
が
細
部
が
や

や
異
な
る
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
全
体
に
東
家
文
書
41
は
指
孔
記
号
や
墨
譜
の
修
正
な
ど
も
多
く
、
他
と
比
べ
て
や
や
情
報
が
混

乱
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
逆
に
そ
れ
だ
け
著
者
の
校
訂
や
再
考
の
結
果
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
（
後
述
）。

表
二
は
、
東
家
文
書
80
に
出
て
く
る
墨
譜
の
型
の
一
覧
で
あ
る
。
実
際
に
は
、
線
の
角
度
が
微
妙
に
異
な
っ
た
り
、
山
の
よ
う
な
形
の

先
端
が
尖
っ
て
い
る
か
平
ら
か
な
ど
細
か
な
形
状
の
違
い
が
あ
る
が
、
一
見
す
る
と
異
な
っ
て
見
え
る
墨
譜
も
指
孔
記
号
の
音
高
を
参
考

に
す
る
と
、
音
楽
的
に
は
同
一
内
容
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
。
指
孔
の
音
高
と
線
の
向
き
が
一
致
し
な
い
場
合
は
、

墨
譜
の
形
か
指
孔
の
記
号
の
ど
ち
ら
か
が
間
違
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
前
後
の
音
の
動
き
や
文
書
59
と
の
照
合
に
よ
っ
て
、
正
し
い

と
思
わ
れ
る
形
を
導
く
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
基
本
的
に
、
前
後
の
音
の
高
さ
が
変
わ
ら
な
い
も
の
を
「
平
」、
次
の
音
が
前
の
音
よ
り

高
い
（
上
行
す
る
）
場
合
は
「
上
」、
逆
に
低
い
（
下
行
す
る
）
場
合
は
「
下
」
と
記
号
化
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
あ
と
に
続
く
音
が
増
え
て

バ
リ
ア
ン
ト
が
生
じ
る
に
つ
れ
て
番
号
を
増
や
し
た
。

四
　
楽
曲
間
の
旋
律
の
類
似
性

以
上
の
基
本
的
な
記
譜
の
特
徴
を
踏
ま
え
た
上
で
、
次
に
本
論
で
は
、〈
一
歌
〉〈
二
歌
〉
な
ど
と
異
な
る
曲
名
が
つ
い
て
い
る
歌
は
異

な
る
旋
律
で
で
き
て
い
る
の
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
文
書
41
だ
け
が
な
ぜ
曲
順
に
乱
れ
が
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
と
も

深
く
関
連
し
て
い
る
。
結
論
か
ら
先
に
述
べ
る
な
ら
、倭
歌
は
、他
の
雅
楽
の
歌
も
の
と
同
様
に
、小
旋
律
型
を
組
み
合
わ
せ
た
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
構
造
を
し
て
い
る
た
め
、
ど
れ
を
聴
い
て
も
似
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
が
、
ど
れ
も
完
全
に
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
前
述
の
と

お
り
、
あ
る
歌
と
別
の
歌
を
比
較
し
て
、
墨
譜
の
形
と
指
孔
記
号
の
組
み
合
わ
せ
（
小
旋
律
型
）
の
並
び
が
一
致
す
る
部
分
が
多
け
れ
ば

多
い
ほ
ど
類
似
度
が
高
い
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
東
家
文
書
の
倭
歌
の
楽
曲
の
旋
律
を
相
互
に
比
較
し
て
み
る
と
、
相
対
的
に
類

似
性
の
高
い
楽
曲
が
い
く
つ
か
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

一
二
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で
は
「
と
」
と
「
の
」
の
二
文
字
に
当
て
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
五
行
目
は
〈
神
主
舞

　
一
歌
〉
の
「
め
は
」
と
「
け
り
」

と
〈
諸
司
舞
　
二
歌
〉
の
「
ら
か
」
と
「
ら
」
と
「
や
」
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、歌
詞
の
音
節
の
数
が
異
な
る
と
、

同
じ
音
高
を
延
ば
し
た
り
近
接
す
る
音
高
を
付
け
足
す
な
ど
し
て
、
微
妙
な
調
節
を
し
て
い
る
が
、
旋
律
の
大
き
な
上
り
下
が
り
の
傾
向

は
、〈
神
主
舞
　
一
歌
〉
と
〈
諸
司
舞
　
二
歌
〉
で
は
近
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
者
だ
け
を
見
る
と
細
か
な
違
い
が
目
立
つ
か

も
し
れ
な
い
が
、
他
の
歌
と
比
較
す
る
と
、
こ
の
二
者
が
他
に
比
べ
て
類
似
度
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
た
と
え
ば
、
今
度
は
〈
諸
司
舞

　

二
歌
〉
と
〈
諸
司
舞

　
三
歌
〉
を
比
較
す
る
と
、二
歌
の
冒
頭
「
し
ろ
か
ね
や
」
と
三
歌
の
「
か
す
か
や
ま
」
は
、出
だ
し
は
似
て
い
る
が
、

末
尾
は
二
歌
の
「
や
」
は
「
五
」
の
音
に
下
行
し
て
い
る
の
に
対
し
、
三
歌
の
「
ま
」
は
高
い
「
中
」
の
ま
ま
で
あ
る
。
そ
の
他
の
行
も
、

当
て
ら
れ
て
い
る
音
域
が
相
互
に
異
な
っ
て
い
て
、
一
致
す
る
箇
所
を
探
す
の
が
難
し
い
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
、
さ
き
ほ
ど
の
〈
神
主
舞

　

一
歌
〉
と
〈
諸
司
舞

　
二
歌
〉
は
は
る
か
に
「
似
て
い
る
」
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
相
互
の
旋
律
を
比
較
す
る
と
、
相
対
的
に
類
似
性
の
高
い
楽
曲
を
グ
ル
ー
プ
化
で
き
る
。
仮
に
グ
ル
ー
プ
に
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
つ
け
て
分
類
す
る
と
、
東
家
文
書
に
見
え
る
楽
曲
は
、

グ
ル
ー
プ
A
〈
諸
司
舞
　
一
歌
〉

グ
ル
ー
プ
B
〈
神
主
舞

　
一
歌
〉
＝
〈
諸
司
舞

　
二
歌
〉

グ
ル
ー
プ
C
〈
神
主
舞

　
二
歌
〉
＝
〈
諸
司
舞

　
三
歌
〉

グ
ル
ー
プ
D
〈
諸
司
舞

　
四
歌
〉
＝
〈
諸
司
舞

　
五
歌
〉

グ
ル
ー
プ
E
〈
諸
司
舞

　
六
歌
〉

グ
ル
ー
プ
F
〈
諸
司
舞

　
七
歌
〉
＝
〈
諸
司
舞

　
八
歌
〉

グ
ル
ー
プ
G
〈
カ
ゾ
エ
哥
〉

グ
ル
ー
プ
H
〈
柏
歌
〉

一
五
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〈
神
主
舞

　
一
歌
〉
と
〈
諸
司
舞

　
二
歌
〉
↓
後
出
、
譜
一

〈
神
主
舞

　
二
歌
〉
と
〈
諸
司
舞

　
三
歌
〉
↓
後
出
、
譜
二

〈
諸
司
舞

　
四
歌
〉
と
〈
諸
司
舞

　
五
歌
〉
↓
後
出
、
譜
三

〈
諸
司
舞

　
七
歌
〉
と
〈
諸
司
舞

　
八
歌
〉
↓
後
出
、
譜
四

は
類
似
度
が
高
い
。

次
に
実
際
に
旋
律
を
比
較
し
て
み
よ
う
（
譜
一
〜
四
）。
文
書
80
の
墨
譜
の
形
と
指
孔
記
号
の
分
析
を
示
す
。
墨
譜
を
前
掲
表
二
の
記
号

で
置
き
換
え
て
歌
詞
の
音
節
の
下
に
置
い
た
。
墨
譜
も
し
く
は
指
孔
記
号
に
つ
い
て
、
文
書
80
で
明
ら
か
に
間
違
い
と
思
わ
れ
る
が
文
書

59
で
補
正
で
き
る
箇
所
は
、
文
書
80
の
指
孔
記
号
欄
の
下
に
正
し
い
と
思
わ
れ
る
記
号
を
書
い
た
。
ま
た
、
文
書
80
、
文
書
59
と
も
に
間

違
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
、筆
者
の
判
断
で
正
し
い
と
思
わ
れ
る
記
号
を
★
の
あ
と
に
記
し
た
。
原
文
に
見
え
る「
甲
」の
文
字
は
、

歌
も
の
で
は
伝
統
的
に
一
オ
ク
タ
ー
ヴ
高
い
音
域
の
音
を
指
す
記
号
で
、
譜
一
〜
四
で
は
指
孔
記
号
の
下
に
【
甲
】
と
記
し
た
。
楽
曲
は

類
似
し
た
も
の
が
横
に
来
る
よ
う
に
掲
載
し
た
（
す
な
わ
ち
、
原
譜
の
掲
載
順
で
は
な
い
）。
太
枠
で
囲
ん
だ
部
分
は
、
左
右
に
配
置
し
た

二
つ
の
楽
曲
の
墨
譜
の
形
と
指
孔
記
号
が
相
互
に
一
致
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
な
お
、す
で
に
表
一
に
示
し
た
通
り
、〈
諸
司
舞

　
七
歌
〉

〈
諸
司
舞

　
八
歌
〉〈
カ
ゾ
エ
哥
〉〈
柏
歌
〉
の
四
曲
は
文
書
41
の
み
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

〈
神
主
舞

　
一
歌
〉
と
〈
諸
司
舞

　
二
歌
〉
を
実
際
に
比
較
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、一
行
目
の
「
の
も
や
ま
も
」
と
「
し
ろ
か
ね
や
」
は
、

三
文
字
目
（「
や
」
と
「
か
」）
に
つ
い
て
い
る
指
孔
記
号
が
「
中
夕
五
〒
」「
五
夕
五
〒
」
と
異
な
る
が
、
墨
譜
の
形
か
ら
す
る
と
、〈
神

主
舞
　
一
歌
〉
の
「
中
夕
五
〒
」
の
方
が
正
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
不
一
致
を
除
く
と
、〈
神
主
舞
　
一
歌
〉
と
〈
諸
司
舞
　
二
歌
〉

の
一
行
目
は
一
致
す
る
。
二
行
目
は
〈
神
主
舞
　
一
歌
〉
の
「
き
」
と
「
る
」
の
文
字
の
旋
律
型
が
、〈
諸
司
舞
　
二
歌
〉
の
「
か
」
と
「
め
」

の
そ
れ
と
一
致
す
る
。
三
行
目
は
、〈
神
主
舞
　
一
歌
〉
の
方
が
文
字
数
が
多
い
の
で
、
末
尾
を
同
じ
音
高
で
延
ば
す
と
い
う
処
理
を
し
て

い
る
が
、〈
神
主
舞
　
一
歌
〉
の
「
か
み
」
と
「
き
」
の
旋
律
型
が
、〈
諸
司
舞
　
二
歌
〉
の
「
は
な
」
と
「
く
」
に
一
致
す
る
と
考
え
ら

れ
る
一
四

。
四
行
目
も
双
方
の
歌
詞
の
文
字
数
が
異
な
り
、〈
神
主
舞

　
一
歌
〉の「
は
」の
一
文
字
に
付
け
ら
れ
た
旋
律
が〈
諸
司
舞
　
二
歌
〉

一
四
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で
は
「
と
」
と
「
の
」
の
二
文
字
に
当
て
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
五
行
目
は
〈
神
主
舞

　
一
歌
〉
の
「
め
は
」
と
「
け
り
」

と
〈
諸
司
舞

　
二
歌
〉
の
「
ら
か
」
と
「
ら
」
と
「
や
」
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、歌
詞
の
音
節
の
数
が
異
な
る
と
、

同
じ
音
高
を
延
ば
し
た
り
近
接
す
る
音
高
を
付
け
足
す
な
ど
し
て
、
微
妙
な
調
節
を
し
て
い
る
が
、
旋
律
の
大
き
な
上
り
下
が
り
の
傾
向

は
、〈
神
主
舞

　
一
歌
〉
と
〈
諸
司
舞

　
二
歌
〉
で
は
近
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
者
だ
け
を
見
る
と
細
か
な
違
い
が
目
立
つ
か

も
し
れ
な
い
が
、
他
の
歌
と
比
較
す
る
と
、
こ
の
二
者
が
他
に
比
べ
て
類
似
度
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
た
と
え
ば
、
今
度
は
〈
諸
司
舞

　

二
歌
〉
と
〈
諸
司
舞

　
三
歌
〉
を
比
較
す
る
と
、二
歌
の
冒
頭
「
し
ろ
か
ね
や
」
と
三
歌
の
「
か
す
か
や
ま
」
は
、出
だ
し
は
似
て
い
る
が
、

末
尾
は
二
歌
の
「
や
」
は
「
五
」
の
音
に
下
行
し
て
い
る
の
に
対
し
、
三
歌
の
「
ま
」
は
高
い
「
中
」
の
ま
ま
で
あ
る
。
そ
の
他
の
行
も
、

当
て
ら
れ
て
い
る
音
域
が
相
互
に
異
な
っ
て
い
て
、
一
致
す
る
箇
所
を
探
す
の
が
難
し
い
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
、
さ
き
ほ
ど
の
〈
神
主
舞

　

一
歌
〉
と
〈
諸
司
舞

　
二
歌
〉
は
は
る
か
に
「
似
て
い
る
」
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
相
互
の
旋
律
を
比
較
す
る
と
、
相
対
的
に
類
似
性
の
高
い
楽
曲
を
グ
ル
ー
プ
化
で
き
る
。
仮
に
グ
ル
ー
プ
に
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
つ
け
て
分
類
す
る
と
、
東
家
文
書
に
見
え
る
楽
曲
は
、

グ
ル
ー
プ
A
〈
諸
司
舞

　
一
歌
〉

グ
ル
ー
プ
B
〈
神
主
舞

　
一
歌
〉
＝
〈
諸
司
舞

　
二
歌
〉

グ
ル
ー
プ
C
〈
神
主
舞
　
二
歌
〉
＝
〈
諸
司
舞
　
三
歌
〉

グ
ル
ー
プ
D
〈
諸
司
舞
　
四
歌
〉
＝
〈
諸
司
舞
　
五
歌
〉

グ
ル
ー
プ
E
〈
諸
司
舞
　
六
歌
〉

グ
ル
ー
プ
F
〈
諸
司
舞
　
七
歌
〉
＝
〈
諸
司
舞
　
八
歌
〉

グ
ル
ー
プ
G
〈
カ
ゾ
エ
哥
〉

グ
ル
ー
プ
H
〈
柏
歌
〉

一
五
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一
七

神戸大学 大学院国際文化学研究科『国際文化学研究』57 号（2022）

 

一
六

譜
一
〈
神
主
舞

　
一
歌
〉
と
〈
諸
司
舞

　
二
歌
〉
の
比
較
譜
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一
七
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一
九
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譜
二
〈
神
主
舞

　
二
歌
〉
と
〈
諸
司
舞

　
三
歌
〉
の
比
較
譜

一
八
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一
九
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二
一
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譜
三
〈
諸
司
舞

　
四
歌
〉
と
〈
諸
司
舞

　
五
歌
〉
の
比
較
譜

二
〇
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二
一
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二
三
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譜
四
〈
諸
司
舞

　
七
歌
〉
と
〈
諸
司
舞

　
八
歌
〉
の
比
較
譜

二
二
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⑼
「
五
哥
」 

 

諸
司
舞

　
五
歌
「
み
や
ひ
と
の

　
さ
せ
る
さ
か
き
を
」
グ
ル
ー
プ
D

⑽
「
四
哥
」 

 

諸
司
舞
　
四
歌
「
み
や
ひ
と
の
　
お
ほ
よ
す
か
ら
に
」
グ
ル
ー
プ
D

⑾
「
七
歌
」 

 

諸
司
舞
　
七
歌
「
そ
ら
み
つ
」
グ
ル
ー
プ
F

⑿
「
カ
ゾ
ヘ
哥
」 

 

神
主
舞
　
数
え
歌
「
ひ
と
ふ
た
み
よ
」
グ
ル
ー
プ
G

⒀
「
柏
酒
」 

 

「
け
ふ
も
ま
た
」
グ
ル
ー
プ
H

⒁
（
無
題
） 

 

立
歌
「
す
め
か
み
を
」
グ
ル
ー
プ
I

⑴
〈
諸
司
舞

　
二
歌
〉
と
⑵
〈
神
主
舞

　
一
歌
〉
は
す
で
に
楽
曲
分
析
で
示
し
た
よ
う
に
、類
似
し
た
旋
律
構
造
を
持
っ
て
い
る
（
グ
ル
ー

プ
B
）。
同
様
に
、
⑸
〈
神
主
舞

　
二
歌
〉
と
⑹
〈
諸
司
舞

　
三
歌
〉（
グ
ル
ー
プ
C
）、
⑼
〈
諸
司
舞

　
五
歌
〉
と
⑽
〈
諸
司
舞

　
四
歌
〉

（
グ
ル
ー
プ
D
）
も
似
て
い
る
。
旋
律
が
類
似
し
た
⑺
〈
諸
司
舞

　
八
歌
〉
と
⑾
〈
諸
司
舞

　
七
歌
〉（
グ
ル
ー
プ
F
）
だ
け
は
離
れ
た
と

こ
ろ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
不
審
で
あ
る
が
、
全
般
的
に
は
ど
う
や
ら
音
楽
的
に
似
て
い
る
楽
曲
を
連
続
し
て
配
置
す
る
と
い
う
編

集
の
意
図
が
働
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

次
に
、
右
の
編
集
の
意
図
が
、
こ
の
資
料
（
文
書
41
）
を
書
い
た
東
友
秋
独
自
の
発
想
で
は
な
く
、
倭
舞
を
広
く
普
及
し
て
歩
い
た
冨

田
光
美
の
教
授
法
を
反
映
し
た
結
果
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
冨
田
に
は
す
で
に
紹
介
し
た
と
お
り
、『
倭
舞
伝
習
之
式
』
と
い
う
著
作
が

あ
る
。
そ
の
冒
頭
で
、
冨
田
は
楽
曲
を
伝
習
す
る
順
番
と
し
て
、

　
梅
枝
曲
﹇
以
此
曲
為
始
。
三
句
許
歌
之
。﹈

初
入
門
之
時
、
須
授
之
。

二
五
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グ
ル
ー
プ
I
〈
立
歌
〉

の
九
グ
ル
ー
プ
に
分
類
で
き
る
一
五

。

な
お
、
文
書
59
は
〈
諸
司
舞

　
一
歌
〉
の
冒
頭
に
「
閑
」、〈
諸
司
舞

　
六
歌
〉
の
冒
頭
に
「
早
」
の
文
字
を
付
す
。「
閑
」
は
雅
楽
の

歌
い
も
の
で
は
伝
統
的
に
非
拍
節
的
な
リ
ズ
ム
を
指
し
、「
早
」
は
拍
節
的
リ
ズ
ム
を
指
す
が
一
六

、
文
書
41
の
〈
諸
司
舞

　
一
歌
〉
と
〈
諸

司
舞

　
六
歌
〉
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
リ
ズ
ム
で
歌
わ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

五
　
文
書
41
「
倭
舞

　
友
秋
」
の
曲
順
に
つ
い
て

さ
て
、
こ
こ
で
文
書
41
「
倭
舞

　
友
秋
」
の
楽
曲
掲
載
順
番
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。
倭
歌
に
は
「
一
歌
」「
二
歌
」
の
よ
う
な

か
な
り
即
物
的
な
番
号
の
よ
う
な
曲
名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
表
一
に
示
し
た
通
り
、
文
書
59
、
文
書
80
で
は
、
楽
曲
は
題
名
の
数
字
の

若
い
方
か
ら
並
ん
で
い
る
。
文
書
41
だ
け
が
、
こ
の
順
番
を
大
き
く
逸
脱
し
て
楽
曲
が
並
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
、
文
書
41
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
順
番
で
楽
曲
を
並
べ
直
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
各
曲
の
下
に
、
前
掲
の
旋
律
の
グ
ル
ー
プ
名
を
付
記
し
た
。

⑴
「
二
哥

　
梅
か
枝
」 

諸
司
舞

　
二
歌
「
し
ろ
か
ね
や
」
グ
ル
ー
プ
B

⑵
「
梅
か
枝
」 

 

神
主
舞

　
一
歌
「
の
も
や
ま
も
」
グ
ル
ー
プ
B

⑶
「
一
哥
」 
 

諸
司
舞
　
一
歌
「
と
ほ
つ
お
や
に
」
グ
ル
ー
プ
A

⑷
（
無
題
） 

 

「
み
か
さ
や
ま
　
し
く
れ
は
は
れ
」（
墨
譜
欠
）
グ
ル
ー
プ
C
か

⑸
「
真
榊
　
春
日
山
ニ
同
」　 

神
主
舞
　
二
歌
「
み
か
さ
や
ま
し
け
る
た
か
ね
の
」（
墨
譜
欠
）
グ
ル
ー
プ
C

⑹
「
三
哥
」 

 

諸
司
舞
　
三
歌
「
か
す
か
や
ま
」
グ
ル
ー
プ
C

⑺
「
八
哥
」 

 

諸
司
舞
　
八
歌
「
ふ
ち
も
せ
も
」
グ
ル
ー
プ
F

⑻
「
六
哥
」 

 

諸
司
舞

　
六
歌
「
み
や
ひ
と
の
　
こ
し
に
さ
し
た
る
」
グ
ル
ー
プ
E

二
四
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⑼
「
五
哥
」 

 

諸
司
舞

　
五
歌
「
み
や
ひ
と
の

　
さ
せ
る
さ
か
き
を
」
グ
ル
ー
プ
D

⑽
「
四
哥
」 

 

諸
司
舞

　
四
歌
「
み
や
ひ
と
の

　
お
ほ
よ
す
か
ら
に
」
グ
ル
ー
プ
D

⑾
「
七
歌
」 

 

諸
司
舞

　
七
歌
「
そ
ら
み
つ
」
グ
ル
ー
プ
F

⑿
「
カ
ゾ
ヘ
哥
」 

 

神
主
舞

　
数
え
歌
「
ひ
と
ふ
た
み
よ
」
グ
ル
ー
プ
G

⒀
「
柏
酒
」 

 

「
け
ふ
も
ま
た
」
グ
ル
ー
プ
H

⒁
（
無
題
） 

 

立
歌
「
す
め
か
み
を
」
グ
ル
ー
プ
I

⑴
〈
諸
司
舞

　
二
歌
〉
と
⑵
〈
神
主
舞

　
一
歌
〉
は
す
で
に
楽
曲
分
析
で
示
し
た
よ
う
に
、類
似
し
た
旋
律
構
造
を
持
っ
て
い
る
（
グ
ル
ー

プ
B
）。
同
様
に
、
⑸
〈
神
主
舞

　
二
歌
〉
と
⑹
〈
諸
司
舞

　
三
歌
〉（
グ
ル
ー
プ
C
）、
⑼
〈
諸
司
舞

　
五
歌
〉
と
⑽
〈
諸
司
舞

　
四
歌
〉

（
グ
ル
ー
プ
D
）
も
似
て
い
る
。
旋
律
が
類
似
し
た
⑺
〈
諸
司
舞

　
八
歌
〉
と
⑾
〈
諸
司
舞

　
七
歌
〉（
グ
ル
ー
プ
F
）
だ
け
は
離
れ
た
と

こ
ろ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
不
審
で
あ
る
が
、
全
般
的
に
は
ど
う
や
ら
音
楽
的
に
似
て
い
る
楽
曲
を
連
続
し
て
配
置
す
る
と
い
う
編

集
の
意
図
が
働
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

次
に
、
右
の
編
集
の
意
図
が
、
こ
の
資
料
（
文
書
41
）
を
書
い
た
東
友
秋
独
自
の
発
想
で
は
な
く
、
倭
舞
を
広
く
普
及
し
て
歩
い
た
冨

田
光
美
の
教
授
法
を
反
映
し
た
結
果
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
冨
田
に
は
す
で
に
紹
介
し
た
と
お
り
、『
倭
舞
伝
習
之
式
』
と
い
う
著
作
が

あ
る
。
そ
の
冒
頭
で
、
冨
田
は
楽
曲
を
伝
習
す
る
順
番
と
し
て
、

　
梅
枝
曲
﹇
以
此
曲
為
始
。
三
句
許
歌
之
。﹈

初
入
門
之
時
、
須
授
之
。

二
五
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料
の
性
質
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　

お
わ
り
に
か
え
て
〜
歌
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
は
何
か

歌
は
旋
律
と
歌
詞
か
ら
成
っ
て
い
る
。
本
稿
の
考
察
は
、
こ
の
旋
律
に
焦
点
を
あ
て
、
音
楽
的
な
分
析
を
試
み
た
。
そ
の
際
、
旋
律
の

ど
こ
に
物
差
し
（
ス
ケ
ー
ル
、
範
囲
）
を
置
く
か
に
よ
っ
て
、
見
え
て
く
る
特
徴
が
異
な
る
。
ご
く
小
さ
な
範
囲
、
た
と
え
ば
、
歌
詞
の

一
文
字
に
物
差
し
を
当
て
れ
ば
、
同
じ
よ
う
な
旋
律
が
い
ろ
い
ろ
な
箇
所
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
、
と
い
う
特
徴
が
見
え
る
。
そ
れ
よ
り
少

し
大
き
な
物
差
し
に
し
て
、
た
と
え
ば
、
歌
詞
の
一
句
（
和
歌
で
い
え
ば
五
文
字
や
七
文
字
）
の
範
囲
に
焦
点
を
当
て
れ
ば
、
題
名
が
異

な
る
楽
曲
で
も
類
似
し
た
旋
律
が
見
え
て
く
る
。
た
と
え
ば
、〈
神
主
舞

　
一
歌
〉
と
〈
諸
司
舞

　
二
歌
〉
は
、
相
対
的
に
他
の
楽
曲
に

比
べ
れ
ば
相
互
に
似
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
東
家
文
書
に
見
え
る
春
日
社
系
の
倭
歌
は
、
神
主
舞
と
諸
司
舞
の
部
分
に
つ
い
て
言
え

ば
、
楽
曲
と
し
て
は
神
主
舞
＝
二
曲
、
諸
司
舞
＝
八
曲
の
計
一
〇
曲
と
な
る
が
、
旋
律
的
に
は
六
種
類
に
な
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
旋

律
は
同
じ
（
厳
密
に
は
「
類
似
」）
で
も
、
歌
詞
が
異
な
れ
ば
別
曲
と
認
知
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
歌
詞
と
し
て
の
歌
」

と
「
旋
律
と
し
て
の
歌
」
は
別
の
次
元
に
あ
り
、し
ば
し
ば
旋
律
よ
り
歌
詞
の
ほ
う
が
歌
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
認
知
の
際
、優
位
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
民
俗
音
楽
の
民
謡
な
ど
に
も
当
て
は
ま
る
。
歌
を
た
く
さ
ん
知
っ
て
い
る
、
あ
る
い
は
た
く
さ
ん
作
っ
て
い
る
と
い
う
名
人

を
訪
ね
る
と
、
し
ば
し
ば
そ
れ
は
歌
詞
を
た
く
さ
ん
知
っ
て
い
る
人
、
ま
た
は
自
作
し
て
い
る
人
で
あ
り
、
極
端
な
場
合
、
そ
れ
ら
を
乗

せ
て
歌
う
旋
律
の
種
類
は
一
つ
の
こ
と
も
あ
る
。

し
か
し
、
同
じ
旋
律
を
使
い
回
し
た
と
し
て
も
、
歌
詞
に
は
字
余
り
や
字
足
ら
ず
が
し
ば
し
ば
あ
り
、
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
、
同

じ
旋
律
の
音
を
微
妙
に
延
ば
し
た
り
縮
め
た
り
し
て
、変
奏
し
な
が
ら
歌
っ
て
行
く
。「
歌
わ
れ
る
歌
」
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、〈
一
歌
〉

や
〈
二
歌
〉
の
よ
う
な
歌
詞
に
よ
る
歌
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
グ
ル
ー
プ
B
、
C
の
よ
う
な
楽
曲
全
体
の
旋
律
の
類
型
と
し
て
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
、
さ
ら
に
実
際
に
歌
わ
れ
る
際
の
細
か
な
変
奏
を
含
め
た
個
別
の
リ
ア
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
総
合
し
た
も
の
だ
と
い
え
よ

う
。
歌
詞
と
対
応
す
る
旋
律
の
上
が
り
下
が
り
や
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ケ
ー
ル
に
お
い
て
異
同
を
認
識
し
な
が
ら
声
を
出

二
七
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一
、三
段

初
曲
相
伝
之
後
、
須
授
之
。

　
五
、六
、七
、八
段

一
、二
、三
、四
段
相
伝
之
後
、
此
四
段
及
進
歌
、
立
歌
、
御
饌
歌
等
、
須
授
之
。

（﹇
　
﹈
内
は
原
文
割
注
。
句
読
点
恣
意
。）

と
説
明
し
て
い
る
。
最
初
に
習
う
「
梅
枝
曲
」
と
は
、
と
も
に
梅
の
花
を
歌
う
⑵
〈
神
主
舞

　
一
歌
〉「
の
も
や
ま
も
」
と
⑴
〈
諸
司
舞

　

二
歌
〉「
し
ろ
か
ね
や
」
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
習
う
「
一
、三
段
」
と
は
、⑶
〈
諸
司
舞

　
一
歌
〉「
と
ほ
つ
お
や
に
」
と
、⑹
〈
諸

司
舞

　
三
歌
〉「
か
す
か
や
ま
」
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
⑹
〈
諸
司
舞

　
三
歌
〉「
か
す
か
や
ま
」
は
⑸
〈
神
主
舞

　
二
歌
〉「
み
か
さ
や

ま
（
真
榊
）」
と
旋
律
的
に
類
似
し
て
お
り
、文
書
41
で
は
は
っ
き
り
「
真
榊

　
春
日
山
ニ
同
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
文
書
41
で
こ
の
「
真
榊
」

で
墨
譜
が
省
略
さ
れ
て
い
る
の
も
、旋
律
が
次
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
⑹〈
諸
司
舞

　
三
歌
〉「
か
す
か
や
ま
」と
同
一
だ
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
ま
で
修
得
す
る
と
、
旋
律
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
は
B
、
A
、
C
と
い
う
順
番
で
修
得
で
き
た
こ
と
に
な
る
。

次
に
学
修
す
る
の
は
「
五
、六
、七
、八
段
」
だ
が
、
⑼
〈
諸
司
舞

　
五
歌
〉
は
⑽
〈
諸
司
舞

　
四
歌
〉
と
類
似
し
て
い
る
。
⑾
〈
諸
司

舞
　
七
歌
〉
と
⑺
〈
諸
司
舞
　
八
歌
〉
も
相
互
に
類
似
し
て
い
る
の
で
、
実
質
的
に
は
〈
諸
司
舞
〉
の
五
歌
（
＝
四
歌
）
〜
八
歌
で
、
旋

律
の
類
型
か
ら
見
る
と
三
種
類
の
旋
律
（
グ
ル
ー
プ
D
、
E
、
F
）
を
修
得
す
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
こ
の
後
、〈
進
歌
〉〈
立
歌
〉〈
御

饌
歌
〉
な
ど
を
習
う
と
あ
る
が
、
東
家
の
倭
舞
歌
譜
に
は
〈
進
歌
〉
と
〈
御
饌
歌
〉
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
一
見
無
秩
序
に
楽
曲
が
並
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
文
書
41
の
倭
舞
歌
譜
は
、
恐
ら
く
友
秋
が
歌
を
習
っ
た
順
番

に
楽
曲
を
書
き
留
め
た
も
の
で
、
そ
の
順
番
に
は
旋
律
の
上
で
類
似
し
た
楽
曲
を
連
続
し
て
学
ぶ
、
と
い
う
合
理
的
意
図
が
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
全
体
に
墨
譜
の
書
き
方
も
走
り
書
き
ふ
う
で
、
書
き
損
じ
や
修
正
が
多
い
の
も
、
修
得
の
過
程
で
の
筆
記
、
と
い
う
資

二
六
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料
の
性
質
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　

お
わ
り
に
か
え
て
〜
歌
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
は
何
か

歌
は
旋
律
と
歌
詞
か
ら
成
っ
て
い
る
。
本
稿
の
考
察
は
、
こ
の
旋
律
に
焦
点
を
あ
て
、
音
楽
的
な
分
析
を
試
み
た
。
そ
の
際
、
旋
律
の

ど
こ
に
物
差
し
（
ス
ケ
ー
ル
、
範
囲
）
を
置
く
か
に
よ
っ
て
、
見
え
て
く
る
特
徴
が
異
な
る
。
ご
く
小
さ
な
範
囲
、
た
と
え
ば
、
歌
詞
の

一
文
字
に
物
差
し
を
当
て
れ
ば
、
同
じ
よ
う
な
旋
律
が
い
ろ
い
ろ
な
箇
所
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
、
と
い
う
特
徴
が
見
え
る
。
そ
れ
よ
り
少

し
大
き
な
物
差
し
に
し
て
、
た
と
え
ば
、
歌
詞
の
一
句
（
和
歌
で
い
え
ば
五
文
字
や
七
文
字
）
の
範
囲
に
焦
点
を
当
て
れ
ば
、
題
名
が
異

な
る
楽
曲
で
も
類
似
し
た
旋
律
が
見
え
て
く
る
。
た
と
え
ば
、〈
神
主
舞

　
一
歌
〉
と
〈
諸
司
舞

　
二
歌
〉
は
、
相
対
的
に
他
の
楽
曲
に

比
べ
れ
ば
相
互
に
似
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
東
家
文
書
に
見
え
る
春
日
社
系
の
倭
歌
は
、
神
主
舞
と
諸
司
舞
の
部
分
に
つ
い
て
言
え

ば
、
楽
曲
と
し
て
は
神
主
舞
＝
二
曲
、
諸
司
舞
＝
八
曲
の
計
一
〇
曲
と
な
る
が
、
旋
律
的
に
は
六
種
類
に
な
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
旋

律
は
同
じ
（
厳
密
に
は
「
類
似
」）
で
も
、
歌
詞
が
異
な
れ
ば
別
曲
と
認
知
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
歌
詞
と
し
て
の
歌
」

と
「
旋
律
と
し
て
の
歌
」
は
別
の
次
元
に
あ
り
、し
ば
し
ば
旋
律
よ
り
歌
詞
の
ほ
う
が
歌
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
認
知
の
際
、優
位
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
民
俗
音
楽
の
民
謡
な
ど
に
も
当
て
は
ま
る
。
歌
を
た
く
さ
ん
知
っ
て
い
る
、
あ
る
い
は
た
く
さ
ん
作
っ
て
い
る
と
い
う
名
人

を
訪
ね
る
と
、
し
ば
し
ば
そ
れ
は
歌
詞
を
た
く
さ
ん
知
っ
て
い
る
人
、
ま
た
は
自
作
し
て
い
る
人
で
あ
り
、
極
端
な
場
合
、
そ
れ
ら
を
乗

せ
て
歌
う
旋
律
の
種
類
は
一
つ
の
こ
と
も
あ
る
。

し
か
し
、
同
じ
旋
律
を
使
い
回
し
た
と
し
て
も
、
歌
詞
に
は
字
余
り
や
字
足
ら
ず
が
し
ば
し
ば
あ
り
、
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
、
同

じ
旋
律
の
音
を
微
妙
に
延
ば
し
た
り
縮
め
た
り
し
て
、変
奏
し
な
が
ら
歌
っ
て
行
く
。「
歌
わ
れ
る
歌
」
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、〈
一
歌
〉

や
〈
二
歌
〉
の
よ
う
な
歌
詞
に
よ
る
歌
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
グ
ル
ー
プ
B
、
C
の
よ
う
な
楽
曲
全
体
の
旋
律
の
類
型
と
し
て
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
、
さ
ら
に
実
際
に
歌
わ
れ
る
際
の
細
か
な
変
奏
を
含
め
た
個
別
の
リ
ア
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
総
合
し
た
も
の
だ
と
い
え
よ

う
。
歌
詞
と
対
応
す
る
旋
律
の
上
が
り
下
が
り
や
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ケ
ー
ル
に
お
い
て
異
同
を
認
識
し
な
が
ら
声
を
出

二
七
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図
二

　『
舞
踏
事
葉
秘
授
畧
』
の
中
の
「
博
士
」

　
　
宇
（
う
）
＝
角
（
第
三
音
）

　
　
江
（
え
）
＝
商
（
第
二
音
）

　
　
乎
（
お
）
＝
羽
（
第
六
音
）

と
対
応
す
る
。
た
と
え
ば
、「
み
」
に
は
、音
階
第
五
音
の
「
徴
」、「
や
」
に
は
音
階
第
一
音
の
「
宮
」、「
と
」
に
は
音
階
の
第
六
音
の
「
羽
」、

と
い
う
具
合
で
あ
る
。
仮
に
宮
を
洋
楽
の
ｅ
と
し
た
場
合
、
冒
頭
の
「
み
や
び
と
の
」
の
旋
律
は
、

　
　
み

　
や

　
び

　
と

　
の

　
　
徴

　
宮

　
徴

　
羽

　
羽

　
　
ｂ

　
ｅ

　
ｂ

　
c#
　
c#

と
な
る
。
歌
詞
の
母
音
と
音
高
を
結
び
つ
け
る
と
い
う
発
想
は
斬
新
で
は
あ
る
が
、
音
楽
と
し
て
旋
律
の
自
律
性
が
ま
っ
た
く
無
く
、
聞

い
て
み
る
と
甚
だ
奇
異
な
音
楽
と
な
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
如
𨿸
自
身
も
末
尾
の
奥
書
で
、「
蓋
歌
博
士
五
音
附
字
異
他
焉
」
と

述
べ
て
い
て
、
疑
問
に
思
っ
て
い
た
ふ
し
が
あ
る
。
ま
た
、
実
際
の
歌
詞
に
横
に
付
け
ら
れ
た
「
宮
」「
徴
」「
角
」「
商
」「
羽
」
の
記
号

の
う
ち
、
母
音
と
の
対
照
の
点
で
原
則
に
則
っ
て
い
な
い
例
が
三
箇
所
あ
る
（
後
出
、
翻
刻
の
中
で
注
記
し
た
）。
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し
て
行
く
行
為
、
そ
れ
が
「
歌
を
歌
う
」
こ
と
な
の
で
あ
る
。
歌
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
認
識
が
し
ば
し
ば
歌
詞
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る

と
し
て
も
、
そ
れ
が
歌
わ
れ
る
歌
で
あ
る
限
り
、
特
に
、
倭
歌
の
よ
う
に
似
た
旋
律
型
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
い
く
つ
か
の
楽
曲
が
一
セ
ッ

ト
と
な
っ
て
い
る
歌
謡
の
場
合
、
こ
の
音
楽
的
な
異
同
の
認
識
は
、
歌
の
修
得
、
記
憶
、
習
熟
に
は
決
定
的
に
重
要
な
役
目
を
果
た
す
こ

と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
旋
律
型
の
識
別
や
分
類
能
力
が
高
い
人
ほ
ど
旋
律
を
覚
え
る
の
が
早
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
微
妙
な
音
の
揺
れ

や
長
さ
の
違
い
を
工
夫
し
て
、
独
自
の
節
回
し
を
創
作
す
る
こ
と
に
も
こ
の
能
力
は
発
揮
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

付
論

　
資
料
紹
介

　

こ
こ
で
、東
家
文
書
中
に
あ
っ
た
、「
倭
歌
」
に
関
す
る
資
料
を
も
う
一
点
紹
介
す
る
。『
舞
踏
事
葉
秘
授
畧
』
で
あ
る
（
東
家
文
書
55
）。

こ
の
資
料
は
、江
戸
中
期
の
神
道
家
の
今
出
河
如
𨿸
一
友（
亦
斎
翁
藤
雲
）（
万
里
小
路
家
の
家
侍
）一
七

と
い
う
人
物
が
遺
し
た
も
の
で
あ
る
。

如
𨿸
は
生
没
年
不
詳
な
が
ら
、
元
禄
末
か
ら
享
保
期
に
か
け
て
、
大
和
地
方
の
神
社
の
由
来
等
に
関
す
る
多
数
の
資
料
を
書
写
し
た
り
撰

述
し
た
人
物
で
あ
る
。
向
村
九
音
は
論
文
中
で
そ
れ
ら
の
資
料
の
一
覧
を
掲
げ
て
い
る
が
（
向
村

　
二
〇
一
二
：
二
九
五
〜
二
九
六
）、
そ

の
末
尾
に
『
舞
踏
事
葉
秘
授
略
』
が
あ
が
っ
て
い
る
。
向
村
論
文
で
は
そ
の
根
拠
資
料
を
『
国
書
総
目
録
』
の
多
家
資
料
と
し
て
お
り
、

現
物
は
未
調
査
と
思
わ
れ
る
が
、
東
家
文
書
中
の
『
舞
踏
事
葉
秘
授
畧
』
は
、
末
尾
に
享
保
四
（
一
七
一
九
）
年
の
如
𨿸
の
奥
書
と
如
𨿸

の
印
と
思
わ
れ
る
印
記
が
あ
り
、
如
𨿸
の
自
筆
本
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
こ
こ
に
紹
介
し
た
い
。

内
容
は
、「
舞
踏
」「
採
物
」「
和
歌
」「
博
士
」、
す
な
わ
ち
、
舞
、
採
物
（
手
に
持
つ
道
具
）、
歌
詞
、
墨
譜
（
音
を
表
す
記
号
）
に
分

け
て
整
然
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
歌
詞
は
「
み
や
び
と
の
」
で
始
ま
る
、〈
諸
司
舞
　
四
歌
〉
の
歌
詞
で
あ
る
。

こ
の
資
料
に
は
一
つ
驚
く
べ
き
特
徴
が
あ
る
。
墨
譜
、
す
な
わ
ち
、
歌
詞
に
つ
け
ら
れ
る
音
の
高
さ
は
、
歌
詞
の
母
音
に
よ
っ
て
五ご
い
ん音

（
宮き
ゅ
う、商し
ょ
う、角か
く

、徴ち

、羽う

）が
機
械
的
に
割
り
当
て
ら
れ
る
、と
い
う
規
則
で
あ
る（
図
二
）。
五
音
と
は
音
階
の
相
対
音
高
で
あ
る
。
図
二
で
は
、

　
　
阿
（
あ
）
＝
宮
（
第
一
音
）

　
　
伊
（
い
）
＝
徴
（
第
五
音
）

二
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に
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の
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と
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う
具
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で
あ
る
。
仮
に
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の
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と
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場
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の
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ｂ
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歌
詞
の
母
音
と
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高
を
結
び
つ
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る
と
い
う
発
想
は
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新
で
は
あ
る
が
、
音
楽
と
し
て
旋
律
の
自
律
性
が
ま
っ
た
く
無
く
、
聞

い
て
み
る
と
甚
だ
奇
異
な
音
楽
と
な
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
如
𨿸
自
身
も
末
尾
の
奥
書
で
、「
蓋
歌
博
士
五
音
附
字
異
他
焉
」
と

述
べ
て
い
て
、
疑
問
に
思
っ
て
い
た
ふ
し
が
あ
る
。
ま
た
、
実
際
の
歌
詞
に
横
に
付
け
ら
れ
た
「
宮
」「
徴
」「
角
」「
商
」「
羽
」
の
記
号

の
う
ち
、
母
音
と
の
対
照
の
点
で
原
則
に
則
っ
て
い
な
い
例
が
三
箇
所
あ
る
（
後
出
、
翻
刻
の
中
で
注
記
し
た
）。

二
九

神戸大学 大学院国際文化学研究科『国際文化学研究』57 号（2022）



　
採ト
リ

物

神サ
カ
キ樹
小
枝
﹇
或
笏
　
亦
扇
﹈

和
歌

　
音
律
﹇
陽
声
﹈

　 

甲
へ

　 

／
　 

乙
へ   

＼  

　
＼

　  

美
　
　
夜
。  

比
　  

登
　  

能

本
歌

　
乙
＼

　  

＼
　  

＼   

甲
ｍ

　 

／
　
　
／

　
　
ヘ

　
　
於

　  

保
　  

與
　 

須
。   

我
　
　
良

　
　
爾

　
中
へ
　  

／
　 

乙
＼   

＼
　
　
ヘ

　
　
伊

　  

佐
　   

登
　 

保
　
　
志

　
　
　
。

　
　
　
　
　
已
上
前
居
舞

　
亦
後
立
舞

　
甲
へ

　  

／
　  

＼   

中
ヘ

　 

ヘ
　
　

　
　
伊

　  

佐
　  

登
　  

保
　  

志

　
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
翻
刻
者
注

　「
保
」
の
右
側
の
記
号
は
正
し
く
は
「
＼
」
か
）

三
一
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末
尾
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、こ
こ
に
あ
る
内
容
は
、大
倭
神
社
の
祝
部
・
大
倭
直
盛
繁（
平
安
時
代
・
仁
安
年
中
の
人
）の
伝
承
で
、歌
詞
は（
奈

良
時
代
末
か
ら
平
安
初
期
に
生
き
て
い
た
）
斎
部
広
成
に
よ
る
、
と
い
う
が
、
実
証
的
な
根
拠
は
乏
し
い
。
本
論
で
考
察
し
て
き
た
春
日

社
伝
の
倭
歌
と
は
基
本
的
に
ま
っ
た
く
別
の
（
創
ら
れ
た
？
）
伝
承
と
思
わ
れ
る
が
、
江
戸
時
代
の
在
地
の
神
道
家
に
よ
る
古
伝
解
釈
の

一
資
料
と
し
て
、
参
考
ま
で
に
、
以
下
に
翻
刻
を
掲
載
す
る
。

【
翻
刻
】

（
以
下
の
翻
刻
で
、
図
二
の
「
宮
」「
徴
」「
角
」「
商
」「
羽
」
の
墨
譜
は
そ
れ
ぞ
れ
、「
／
」「
ヘ 

」「
ｍ
」「
̶
」「
＼
」
に
置
き
換
え

た
。
歌
詞
に
つ
け
ら
れ
た
墨
譜
記
号
の
中
に
は
、
最
初
に
提
示
さ
れ
た
規
則
に
照
ら
し
て
明
ら
か
に
誤
記
と
思
わ
れ
る
部
分
も
あ
る

が
、
そ
の
ま
ま
記
し
た
。﹇

　
﹈
内
は
原
文
割
注
。
奥
書
の
句
読
点
恣
意
。）

舞
踏
事
葉
秘
授
畧

　
　
南
京

　
今
出
河
如
𨿸
一
友

　
撰

　
舞
踏

居
舞
　
左
﹇
五
字
﹈　
　
　
　
右
﹇
七
字
﹈　
　  

　 

相ア
ハ
ス﹇
五
字
﹈　
　
　
　
本
歌

立
舞
　
左
﹇
五
字
　
左
踏
﹈　
右
﹇
七
字
　
右
踏
﹈　
相
﹇
七
字
　
右
踏
﹈　
末
歌

立
舞
　
左
﹇
五
字
　
左
踏
﹈　
右
﹇
七
字
　
右
踏
﹈　
相
﹇
五
字
　
右
踏
﹈　
本
歌

居
舞
　
左
﹇
五
字
﹈　
　
　
　
右
﹇
七
字
﹈　
　
　
　
相
﹇
七
字
﹈　
　
　
　
末
歌

三
〇
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採ト
リ

物

神サ
カ
キ樹
小
枝
﹇
或
笏

　
亦
扇
﹈

和
歌

　
音
律
﹇
陽
声
﹈

　 

甲
へ

　 

／
　 
乙
へ   

＼  

　
＼

　  

美
　
　
夜
。  
比

　  
登

　  

能

本
歌

　
乙
＼

　  

＼
　  

＼   

甲
ｍ

　 
／

　
　
／

　
　
ヘ

　
　
於

　  

保
　  

與
　 

須
。   

我
　
　
良

　
　
爾

　
中
へ

　  

／
　 

乙
＼   

＼
　
　
ヘ

　
　
伊

　  

佐
　   

登
　 

保
　
　
志

　
　
　
。

　
　
　
　
　
已
上
前
居
舞
　
亦
後
立
舞

　
甲
へ
　  

／
　  

＼   

中
ヘ
　 

ヘ
　
　

　
　
伊
　  

佐
　  

登
　  

保
　  

志

　
　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
翻
刻
者
注
　「
保
」
の
右
側
の
記
号
は
正
し
く
は
「
＼
」
か
）

三
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旹

　
　
享
保
第
四
己
亥
之
歳
季
秋
中
旬

　
　
　
　
　
　
　
亦
齋
翁
藤
雲
（
印
）（
印
）

　註一
　
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
〜
一
二
（
一
八
七
九
）
年
ま
で
の
記
録
を
収
録
。
成
立
も
一
八
七
九
年
頃
か
。
松
原
秀
明
に
よ
る
翻
刻
が
あ
る
。

二
　
冨
田
が
直
接
赴
か
ず
、
先
方
か
ら
習
い
に
来
る
場
合
も
あ
っ
た
（
冨
田
　
一
八
七
九
頃
　
四
一
〜
四
三
頁
）。
金
刀
比
羅
神
社
、
大
山
阿
夫
利
神
社
相
伝
の

倭
舞
の
歌
詞
の
異
同
に
つ
い
て
は
飯
田
論
文
参
照
の
こ
と
（
飯
田
　
二
〇
一
三
）。

三
　
本
稿
で
は
国
立
公
文
書
館
蔵
『
公
文
録
・
明
治
四
年
・
第
百
十
六
巻
・
辛
未
二
月
〜
七
月
・
奈
良
縣
伺
』
を
用
い
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
　https://

w
w

w
.digital.archives.go.jp/im

g.pdf/2351311

四
　
宮
内
庁
楽
部
伝
承
の
倭
歌
の
演
唱
はCD

『
雅
楽
　
古
代
日
本
の
う
た
』（King Records: KICH

2499, 2014

）
な
ど
で
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。
芝
祐
泰

編
著
『
五
線
譜
に
よ
る
雅
楽
総
譜
』
巻
第
一
歌
曲
篇
に
五
線
譜
あ
り
（
芝
　
一
九
六
八
）。

五
　
東
家
文
書
２
５
１
「
至
急
御
用
召
東
京
江
参
向
覺
」
に
よ
れ
ば
、
東
友
秋
は
芝
葛
鎮
と
と
も
に
、
明
治
三
年
一
二
月
二
日
に
ま
ず
京
都
に
向
い
、
三
日
に
京

都
を
発
っ
て
、
東
海
道
経
由
で
、
一
二
月
一
五
日
に
東
京
表
二
番
町
の
元
旗
本
筒
井
武
左
衛
門
邸
に
着
い
た
。
東
京
に
約
四
〇
日
滞
在
し
、
老
母
の
病
気
を

理
由
に
暇
乞
い
を
願
い
出
て
、
東
京
を
明
治
四
年
一
月
二
四
日
に
出
立
、
再
び
東
海
道
経
由
で
京
都
に
二
月
六
日
に
到
着
、
奈
良
に
は
七
日
に
帰
着
し
た
。

六
　
こ
の
丁
の
み
罫
線
つ
き
、
や
や
小
さ
め
の
料
紙
。

七
　
天
理
図
書
館
蔵
。

八
　
東
家
文
書
中
に
、
弘
化
五
年
、
嘉
永
二
〜
七
年
、
安
政
二
〜
六
年
、
万
延
元
年
、
文
久
三
〜
四
年
、
慶
応
二
〜
四
年
分
が
現
存
。

九
　
東
家
文
書
２
０
７
「
日
記
」
明
治
一
六
年
二
月
一
三
日
条
「
金
弐
拾
銭
　
右
ハ
春
日
神
社
勅
祭
之
節
倭
舞
和
琴
奉
仕
会
釈
也
」、
明
治
二
〇
年
一
二
月
一
六

日
条
「
秋
分
　
金
廿
銭
　
倭
舞
方
」「
賢
分
　
金
廿
銭
　
倭
舞
方
」
な
ど
。
　

三
三
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末
歌

　
中
ｍ

　  

へ
　 

乙
＼

　 

＼
　  

＼ 

　 

＼ 

　 

＼

　
　
由

　  

伎
　  

能
　
　
與

　  

呂
　  

志
　  

茂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
翻
刻
者
注

　「
志
」
の
右
側
の
記
号
は
正
し
く
は
「
ヘ
」
か
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
乙
＼

　  

＼
　  
＼     

ｍ
　 

甲
／

　 

／
　
　

̶

　
　
於

　  

保
　  
與

　  
須
。  

我
　
　
良

　
　
爾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
翻
刻
者
注

　「
爾
」
の
右
側
の
記
号
は
正
し
く
は
「
ヘ
」
か
）

　
　
　

　
　
已
上
前
立
舞

　
亦
後
居
舞

博ハ
カ
セ士

　
／
﹇
阿

　
宮
﹈　

　
ヘ [

伊
　
徴]

　
　
ｍ
﹇
宇

　
角
﹈　
̶
﹇
江

　
商
﹈　
＼
﹇
乎

　
羽
﹈

音
呂
﹇
陰
聲
﹈　
＊

　﹇
＝

　
變
宮
徴
﹈

　
　
　（
翻
刻
者
注
　
　
＊
は
原
文
で
は 

　
　
　
　
＝
は
作
字
で
原
文
で
は
　
　
　
）

　
　
已
上

右
舞
踏
者
、
大
和
舞
之
末
座
事
葉
也
。
大
和
國
大オ
ホ

倭ヤ
マ
ト

祝ハ
フ

部リ
ヘ

外
正
六
位
上
大
倭
直ア

タ
ヒ

盛モ
リ

繁ト
シ

﹇
仁
安
年
中
之
人
載
在
二
大
倭
神
社
秘
傳
鈔
一
﹈

所
二
相
傳
一
也
。
蓋
、
歌
博
士
五
音
附
字
異
レ
他
焉
。
亦
＝
﹇
倭
字
﹈
變
宮
徴
猶
有
二
深
旨
一
。
且
和
歌
虫
損
二
従
五
位
下
齋
部
宿
祢
廣
成
所
一レ

筆
者
也
。
誠
以
我
邦
神
道
之
礼
教
、
猿
女
神
事
之
遺
風
非
二
其
人
一
以
不
レ
可
レ
示
者
也
。
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旹

　
　
享
保
第
四
己
亥
之
歳
季
秋
中
旬

　
　
　
　
　
　
　
亦
齋
翁
藤
雲
（
印
）（
印
）

　註一
　
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
〜
一
二
（
一
八
七
九
）
年
ま
で
の
記
録
を
収
録
。
成
立
も
一
八
七
九
年
頃
か
。
松
原
秀
明
に
よ
る
翻
刻
が
あ
る
。

二
　
冨
田
が
直
接
赴
か
ず
、
先
方
か
ら
習
い
に
来
る
場
合
も
あ
っ
た
（
冨
田
　
一
八
七
九
頃
　
四
一
〜
四
三
頁
）。
金
刀
比
羅
神
社
、
大
山
阿
夫
利
神
社
相
伝
の

倭
舞
の
歌
詞
の
異
同
に
つ
い
て
は
飯
田
論
文
参
照
の
こ
と
（
飯
田
　
二
〇
一
三
）。

三
　
本
稿
で
は
国
立
公
文
書
館
蔵
『
公
文
録
・
明
治
四
年
・
第
百
十
六
巻
・
辛
未
二
月
〜
七
月
・
奈
良
縣
伺
』
を
用
い
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
　https://

w
w

w
.digital.archives.go.jp/im

g.pdf/2351311

四
　
宮
内
庁
楽
部
伝
承
の
倭
歌
の
演
唱
はCD
『
雅
楽
　
古
代
日
本
の
う
た
』（King Records: KICH

2499, 2014

）
な
ど
で
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。
芝
祐
泰

編
著
『
五
線
譜
に
よ
る
雅
楽
総
譜
』
巻
第
一
歌
曲
篇
に
五
線
譜
あ
り
（
芝
　
一
九
六
八
）。

五
　
東
家
文
書
２
５
１
「
至
急
御
用
召
東
京
江
参
向
覺
」
に
よ
れ
ば
、
東
友
秋
は
芝
葛
鎮
と
と
も
に
、
明
治
三
年
一
二
月
二
日
に
ま
ず
京
都
に
向
い
、
三
日
に
京

都
を
発
っ
て
、
東
海
道
経
由
で
、
一
二
月
一
五
日
に
東
京
表
二
番
町
の
元
旗
本
筒
井
武
左
衛
門
邸
に
着
い
た
。
東
京
に
約
四
〇
日
滞
在
し
、
老
母
の
病
気
を

理
由
に
暇
乞
い
を
願
い
出
て
、
東
京
を
明
治
四
年
一
月
二
四
日
に
出
立
、
再
び
東
海
道
経
由
で
京
都
に
二
月
六
日
に
到
着
、
奈
良
に
は
七
日
に
帰
着
し
た
。

六
　
こ
の
丁
の
み
罫
線
つ
き
、
や
や
小
さ
め
の
料
紙
。

七
　
天
理
図
書
館
蔵
。

八
　
東
家
文
書
中
に
、
弘
化
五
年
、
嘉
永
二
〜
七
年
、
安
政
二
〜
六
年
、
万
延
元
年
、
文
久
三
〜
四
年
、
慶
応
二
〜
四
年
分
が
現
存
。

九
　
東
家
文
書
２
０
７
「
日
記
」
明
治
一
六
年
二
月
一
三
日
条
「
金
弐
拾
銭
　
右
ハ
春
日
神
社
勅
祭
之
節
倭
舞
和
琴
奉
仕
会
釈
也
」、
明
治
二
〇
年
一
二
月
一
六

日
条
「
秋
分
　
金
廿
銭
　
倭
舞
方
」「
賢
分
　
金
廿
銭
　
倭
舞
方
」
な
ど
。
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芝
祐
泰
編
　
一
九
六
八
『
五
線
譜
に
よ
る
雅
楽
全
譜
』
巻
一
（
歌
曲
篇
）
東
京
、
カ
ワ
イ
楽
譜
。

冨
田
光
美
　
一
八
七
〇
『
や
ま
と
ま
ひ
歌
譜
　
并
装
束
調
度
圖
』
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
公
開
。https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/

pid/858444

―
―
一
八
七
九
頃
か
『
倭
舞
伝
習
之
式
』（
一
九
七
一
　
松
原
秀
明
翻
刻
）『
神
道
宗
教
』
六
四
：
三
六
〜
五
〇
。

東
家
『
南
都
狛
姓
楽
家
　
東
友
弘
家
文
書
』
大
阪
、
小
林
写
真
興
業
。

平
出
久
雄
　
一
九
五
九
「
日
本
雅
楽
相
承
系
譜
」『
日
本
音
楽
大
事
典
』
東
京
、
平
凡
社
、
巻
末
附
録
。

平
出
久
雄
、
蒲
生
美
津
子
「
や
ま
と
歌
」
一
九
八
九
『
日
本
音
楽
大
事
典
』
東
京
、
平
凡
社
、
三
八
一
〜
三
八
二
頁
。

松
村
和
歌
子
　
二
〇
〇
〇
「
春
日
社
社
殿
神
楽
の
実
像
―
近
世
か
ら
近
代
の
伝
承
を
中
心
と
し
て
」『
奈
良
学
研
究
』
三
：
一
三
四
〜
一
七
〇
。

安
田
寛
、
赤
井
励
、
閔
庚
燦
編
　
二
〇
〇
〇
『
原
典
に
よ
る
近
代
唱
歌
集
成
―
誕
生
・
変
遷
・
伝
播
』
東
京
、
ビ
ク
タ
ー
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
。
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一
〇
　
明
治
一
〇
年
代
は
じ
め
に
雅
楽
の
楽
人
が
作
曲
し
た
子
ど
も
用
の
唱
歌
。
詳
し
く
は
伊
吹
山 

一
九
八
七
、
安
田
ほ
か
　
二
〇
〇
〇
　
な
ど
を
参
照
。

一
一
　
現
在
、
春
日
大
社
で
伝
承
し
て
い
る
倭
舞
の
楽
曲
は
次
の
通
り
。
神
主
舞
四
曲
、
諸
司
舞
八
曲
、
進
歌
、
立
歌
、
柏
酒
歌
、
交
替
歌
、
神
主
舞
前
歌
な
ど
。

春
日
若
宮
お
ん
祭
で
は
神
主
舞
一
曲
、
諸
司
舞
二
曲
を
演
じ
る
の
が
近
年
の
例
（
春
日
大
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）。

一
二
　
冨
田
が
著
し
た
『
や
ま
と
ま
ひ
歌
譜
　
并
装
束
調
度
圖
』
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
詞
の
典
拠
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
（
冨
田
　
一
八
七
〇
）。

一
三
　
現
行
、
宮
内
庁
楽
部
の
倭
歌
で
は
「
さ
か
き
を
ば
」
の
部
分
は
、「
さ
か
き
ば
を
（
榊
葉
を
）」
と
歌
う
。

一
四
　〈
神
主
舞
　
一
歌
〉
の
「
き
」
に
付
け
ら
れ
た
「
〒
五
」
と
い
う
指
孔
記
号
は
上
行
す
る
旋
律
の
動
き
を
表
す
が
、墨
譜
の
形
は
下
降
し
て
い
る
の
で
、〈
諸

司
舞
　
二
歌
〉
の
よ
う
に
「
〒
六
」
と
下
降
す
る
の
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。

一
五
　
こ
の
他
、
文
書
80
に
は
「
神
楽
幣
歌
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
歌
詞
の
一
文
字
に
対
し
て
長
大
な
墨
譜
が
つ
い
て
お
り
、
他
の
倭
舞
歌
の
旋
律
と
明
ら

か
に
異
な
る
系
統
の
旋
律
的
特
徴
を
示
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
考
察
か
ら
除
外
す
る
。

一
六
　
例
え
ば
御
神
楽
の
〈
韓か
ら

神か
み

〉
で
は
、
同
様
の
旋
律
を
前
半
の
「
閑し
ず

韓
神
」
で
は
非
拍
節
的
な
リ
ズ
ム
、
後
半
の
「
早
韓
神
」
で
は
拍
節
的
リ
ズ
ム
で
歌
う
。

一
七
　
三
枝
益
人
、
三
枝
散
人
、
如
𨿸
、
文
斎
、
亦
斎
翁
、
藤
雲
そ
の
他
、
多
数
の
名
を
持
つ
（
向
村
　
二
〇
一
二
）。

参
照
文
献

飯
田
隆
夫
　
二
〇
一
三
「
冨
田
光
美
が
相
模
大
山
に
伝
え
た
倭
舞
・
巫
女
舞
―
歌
謡
と
そ
の
背
景
」『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
　
文
学
研
究
科
篇
』
四
一
：
五
三

〜
七
〇
。

伊
吹
山
真
帆
子 

一
九
七
九
「
保
育
唱
歌
に
つ
い
て
」『
東
洋
音
楽
研
究
』
四
四
：
一
〜
二
六
。
　

荻
美
津
夫
　
一
九
七
七
『
日
本
古
代
音
楽
史
論
』
東
京
、
吉
川
弘
文
館
。

春
日
大
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
お
旅
所
祭
紹
介
」https://w

w
w

.kasugataisha.or.jp/onm
atsuri/otabi.htm

l

金
刀
比
羅
宮
社
務
所
第
一
課
　
一
九
三
四
『
金
刀
比
羅
宮
舞
曲
圖
會
』
香
川
県
、
金
刀
比
羅
宮
社
務
所
第
一
課
。

向
村
九
音
　
二
〇
一
二
「
南
都
神
道
家
・
今
出
河
文
斎
に
よ
る
由
緒
記
の
編
著
」『
人
間
文
化
研
究
科
年
報
』（
奈
良
女
子
大
学
）
二
七
：
二
九
二
〜
三
〇
四
。
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芝
祐
泰
編
　
一
九
六
八
『
五
線
譜
に
よ
る
雅
楽
全
譜
』
巻
一
（
歌
曲
篇
）
東
京
、
カ
ワ
イ
楽
譜
。

冨
田
光
美
　
一
八
七
〇
『
や
ま
と
ま
ひ
歌
譜
　
并
装
束
調
度
圖
』
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
公
開
。https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/

pid/858444

―
―
一
八
七
九
頃
か
『
倭
舞
伝
習
之
式
』（
一
九
七
一
　
松
原
秀
明
翻
刻
）『
神
道
宗
教
』
六
四
：
三
六
〜
五
〇
。

東
家
『
南
都
狛
姓
楽
家
　
東
友
弘
家
文
書
』
大
阪
、
小
林
写
真
興
業
。

平
出
久
雄
　
一
九
五
九
「
日
本
雅
楽
相
承
系
譜
」『
日
本
音
楽
大
事
典
』
東
京
、
平
凡
社
、
巻
末
附
録
。

平
出
久
雄
、
蒲
生
美
津
子
「
や
ま
と
歌
」
一
九
八
九
『
日
本
音
楽
大
事
典
』
東
京
、
平
凡
社
、
三
八
一
〜
三
八
二
頁
。

松
村
和
歌
子
　
二
〇
〇
〇
「
春
日
社
社
殿
神
楽
の
実
像
―
近
世
か
ら
近
代
の
伝
承
を
中
心
と
し
て
」『
奈
良
学
研
究
』
三
：
一
三
四
〜
一
七
〇
。

安
田
寛
、
赤
井
励
、
閔
庚
燦
編
　
二
〇
〇
〇
『
原
典
に
よ
る
近
代
唱
歌
集
成
―
誕
生
・
変
遷
・
伝
播
』
東
京
、
ビ
ク
タ
ー
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
。
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A study on the musical structure of
the Yamato-uta  songs of Kasuga-taisha shrine: focusing on the notations preserved 

in a gagaku musician Higashi family in Nara
Naoko TERAUCHI

This paper explores musical characteristics of Yamato-uta  songs, one of the 
indigenous vocal genre in the Japanese court music gagaku . The Yamato-uta  
accompanies dance, which is called Yamato-mai . Currently, there are two traditions 
of Yamato-mai  (Yamato-uta ); the one performed in the court ritual Chinkon-sai  and 
the other practiced in the annual events in Kasuga-taisha shrine in Nara. The latter 
had been transmitted in a specifi c priest family of the shrine, Tomita, but was widely 
disseminated into other shrines after the Meiji Restoration (1868). This paper clarifi es 
melodic structures of Yamato-uta of Kasuga-taisha based on the analysis of three 
neumatic notations of the Meiji period written by gagaku musicians in Nara, Higashi 
Tomoaki (1831-?) and his son Tomokata (1873-1897). 

Yamato-uta  of Kasuga-taisha includes at least “Ichi-uta” and “Ni-uta,” both danced 
by a chief priest, “Ichi-uta,” “Ni-uta,” “San-uta,” “Yon-uta,” “Go-uta,” “Roku-uta,” 
“Nana-uta,” and “Hachi-uta,” danced by other priests, and “Kazoe-uta,” “Kashiwa-
uta,” and “Rikka.” This paper clarifi es that some songs share same melodies and as a 
result only 9 diff erent melodies are discriminated in the 13 pieces in actuality. 

Tomita Mitsuyoshi (?-?), a priest of Kasuga-taisha, strenuously taught Yamato-mai  
in various shrines in the early Meiji era. He wrote a textbook Yamato-mai denshu―-no-
shiki , which showed an appropriate order in learning Yamato-uta  songs. This paper 
also clarifi es that one of the three notations of Higashi family was edited following 
this order.

キーワード : 倭歌　春日大社　冨田光美　東友秋　倭舞伝習之式
Keywords  : Yamato-uta , Kasuga-taisha, Tomita Mitsuyoshi, Higashi Tomoaki, Yamato-

mai denshu―-no-shiki
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